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西
漢
後
必
十
期
の
政
治
と
春
秋
撃

|
|
『
左
氏
春
秋
』
と
『
公
羊
春
秋
』

の
針
立
と
展
開
|
|

邑

谷

至

序

章

第

一
章

第
二
章二三四

左
氏
皐
の
箆
頭

『
公
羊
侍
』
と
『左
氏
停
』

行

尽

の

評

債

法
律
と
そ
の
施
行

図

家

と

君

臣

漢
代
公
羊
摩
と
『左
氏
停
』

第
三
章一一一一一語

西
漢
後
中十
期
の
政
治
と
春
秋
風
十

宣

帝

の

卸

位

皇
帝

植
の

袋
容

吏

治
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結

序

章

儒
撃
は
西
漢
武
帝
期
に
官
製
化
さ
れ

以
後
思
想
界
に
於
い
て

儒
皐
五
経
の
う
ち
春
秋

儒
皐

一
傘
の
風
潮
が
漸
次
支
配
的
と
な
っ
た
。

は、

『
春
秋
公
羊
体
』
(
以
後
、

『公
羊
侍
』
と
略
稿
)
が
皐
官
に
設
置
さ
れ
、
西
漢
の
春
秋
皐
は
、
春
秋
公
羊
皐
で
あ
っ
た
。
後
世
、
春
秋
風
干
の
中

心
的
地
位
を
占
め
る
『
春
秋
左
氏
侮
』
(
『左
侍
』
と
略
総
〉
は
、
西
漢
期
未
だ
勢
力
を
有
せ
ず
、
『
左
博
』
が
初
め
て
脚
光
を
浴
び
る
の
は
、
西

①
 

漢
最
末
期
、
劉
飲
に
よ
る
左
氏
接
接
官
樹
立
の
提
言
に
端
を
設
し
、
そ
れ
以
後
左
氏
家
が
撞
頭
し
て
き
た
と
す
る
の
が
逼
設
で
あ
り
、
同
時
に

『
左
俸
』
が
偽
書
で
あ
る
と
の
読
も
か
か
る
経
緯
に
由
来
す
る
。



し
か
し
、
左
氏
撃
は
既
に
、
宣
帝
以
後
の
西
漢
後
半
期
に
於
い
て
撞
頭
し
始
め
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
そ
こ
に
は
、
公
羊

皐
の
地
位
の
相
封
化
と
低
落
も
認
め
ら
れ
る
と
言
え
な
い
だ
ろ
う
か
。

内
野
熊
一
郎
氏
に
よ
れ
ば
、
今
文
・
古
文
の
劉
時
は
既
に
戦
園
期
に
そ

の
源
流
が
あ
り
、

秦
に
至
り
て
官
皐
涯
(
今
文
)
と
私
同
学
汲
〈
古
文
)
の
二
涯
に
分
立
し
、
漢
代
に
踏
襲
さ
れ
た
と
言
う
こ
と
で
あ
加
。
東
漢
期

に
活
設
化
す
る
今
文
・
古
文
の
封
立
の
内
、
春
秋
摩
で
は
今
文
日
公
羊
皐
、
古
文
H
左
氏
撃
な
る
関
係
が
成
立
す
る
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ

る。
と
こ
ろ
が
西
漢
京
帝
期
に
出
さ
れ
た
劉
散
の
『
左
傍
』
を
中
心
と
し
た
古
文
皐
を
推
奨
す
る
提
案
の
一憂
に
は
、
宣
帝
期
以
降
か
ら
績
い
て
い

た
公
羊
皐
と
左
氏
皐
の
劃
立
が
存
し
、
提
案
は
そ
の
表
面
化
に
過
ぎ
ず
、
い
わ
ば

一
つ
の
轄
換
黙
で
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る

の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
か
か
る
封
立
、
公
羊
同
年
の
相
封
化
と
左
氏
皐
の
撞
頭
を
西
漢
後
半
期
の
政
治
史
の
流
れ
と
閥
連
さ
せ
て
検
討
す
る
こ
と

③
 

に
よ

っ
て
、
雨
皐
盛
衰
の
経
緯
と
意
義
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。

第
一
章

左
氏
皐
の
撞
頭
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『
左
俸
』
の
皐
官
樹
立
が
唱
え
ら
れ
た
の
は
、
西
漢
哀
帝
期
、
劉
散
の
提
案
を
最
初
と
す
る
。
哀
帝
は
、
五
経
博
士
を
し
て
劉
散
と
論
議
せ

し
め
よ
う
と
し
た
が
、
博
士
の
反
掛
か
ら
皐
官
樹
立
は
反
古
に
さ
れ
る
。
か
か
る
背
景
に
劉
飲
の
「
移
書
譲
太
常
博
士
」
な
る
蓄
が
提
出
さ
れ

@
 

る
が
、
こ
の
書
は
哀
帝
期
に
至
る
ま
で
の
儒
皐
の
有
様
、
と
り
わ
け
『
左
俸
』
の
朕
態
を
知
る
上
で
大
き
な
示
唆
を
輿
え
る
。
長
文
に
亙
る
が

重
要
な
箇
所
な
の
で
次
に
そ
れ
を
引
用
し
よ
う
。

至
孝
武
皇
帝
、
然
後
郷
、
魯
、
梁
、
越
頗
有
詩

・
膿
・
春
秋
先
師
、
皆
起
於
建
元
之
問
。
(
中
略
)
及
魯
恭
王
壊
孔
子
宅
、
欲
以
震
宮
、
而

得
古
文
於
壊
壁
之
中
、
逸
雄
有
三
十
九
・
書
十
六
篇
。
天
漢
之
後
、
孔
安
園
献
之
、
遭
亙
掛
倉
卒
之
難
、
未
及
施
行
。
及
春
秩
左
氏
丘
明
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所
修
、
皆
古
文
奮
書
、
多
者
二
十
絵
通
、
戚
於
秘
府
、
伏
市
未
襲
。
孝
成
皇
帝
関
皐
残
文
紙
、
梢
離
其
員
、
及
陳
設
秘
減
、
校
理
奮
文
、

得
此
三
事
、
以
考
製
官
所
停
、
経
或
脆
筒
、
俸
或
間
編
。
俸
問
民
間
、
則
有
魯
園
桓
公
、
超
園
貫
公
、
謬
東
庸
生
之
遣
準
輿
此
問
、
抑
市
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(
中
略
)
住
者
綴
皐
之
土
不
思
腹
絶
之
閥
、
有
因
附
就
寡
、
分
文
析
字
、
煩
言
砕
辞
。
(
中
略
)
猶
欲
保
残
守
級
、
挟
恐
見
破
之
私

意
、
市
無
従
善
服
義
之
公
心
、
或
懐
妬
嫉
、
不
考
情
賞
、
雷
同
相
従
、
随
盤
是
非
、
抑
此
三
撃
、
以
尚
書
魚
備
、
謂
左
氏
魚
不
停
春
秩
、

.
(
『
漢
垂
直
』
楚
元
王
侍
)

未
施
。

『
左
俸
』
を
中
心

と
し
た
古
文
皐
を
強
く
推
奨
す
る
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
劉
飲
の
右
の
書
は
、
武
帝
期
以
後
の
『
左
惇
』
が
二
種
の
流
れ
を
も
つ
こ
と
を
一示

以
下
、
劉
飲
は
京
帝
期
に
な
り
『
左
俸
』
の
準
官
樹
立
の
建
議
が
聞
学
者
の
強
い
反
封
で
反
古
に
さ
れ
た
こ
と
に
言
及
し
、

し
て
い
る
。
そ
の
一
は
宮
中
秘
府
に
臓
さ
れ
た
も
の

一
は
民
間
に
俸
授
さ
れ
、
在
野
の
皐
者
の
間
で
停
わ
っ
て
い
た
も
の
で
あ
り
、
成
帝
期

そ
れ
が
合
流
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
叉
劉
散
は
、
京
帝
期
に
至
る
ま
で
『
左
博
』
が
如
何
に
抑
座
さ
れ
て
き
た
か
を
述
べ
て
い
る
。

『
左
惇
』
の

翠
官
樹
立
を
目
論
む
彼
の
瑳
言
に
は
、
若
干
の
誇
張
が
含
ま
れ
て
い
る
か
も
知
れ
ぬ
が
、
劉
散
に
至
る
ま
で
『
左
傍
』
は
冷
遇
さ
れ
て
い
た
と

推
測
し
て
も
よ
い
。
そ
し
て
西
漢
末
期
に
か
け
て
冷
遇
は
よ
り
強
く
、
抑
匪
へ
と
饗
化
し
た
。

⑤
 

け
て
の
非
難
、
劉
飲
の
か
か
る
行
動
に
よ
る
諸
儒
の
怨
恨
の
甚
だ
し
き
は
共
に
そ
れ
を
物
語
る
。
し
か
し
、
見
方
を
嬰
ず
れ
ば
、
こ
の
抑
塵
の

強
さ
は
『
左
俸
』
の
地
位
の
向
上
を
意
味
し
、
劉
飲
に
よ
る
か
か
る
運
動
も
こ
の
様
な
風
潮
の
上
に
立
つ
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
我

「
左
氏
魚
不
博
春
秋
」
と
す
る
『
左
停
』
に
向

- 64-

々
は
こ
こ
で
「
移
書
譲
太
常
博
士
」
を
離
れ
、
他
の
史
料
か
ら
そ
れ
を
考
察
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。

「
左
侍
』
の
来
歴
、
停
授
を
停
え
る
も
の
は

『
別
録
』
、

『
漢
書
』
儒
林
博
(
以
下
、
『
漢
書
』
を
翠
げ
る
場
合
、
『
漢
書
』
を
省
く
)
、

『
経
典
穣

左
丘
明
|
!
曾

申
ー
ー
呉

鐸

板

卿
ー
ー
萄

』師

文
』
序
録
に
見
ら
れ
、
そ
れ
ら
を
ま
と
め
る
と
上
表
の
如
き
系
統
が
わ

か
る
。
上
表
に
於
け
る
左
丘
明
よ
り
張
蒼
に
至
る
俸
授
は
、

『
別
録
』

張

蒼
ー
ー
頁

嘉
|
|
貫

9印

に
見
ら
れ
る
も
の
で
『
経
典
律
文
』
序
録
は
こ
れ
を
踏
襲
し
て
い
る
。

漢
に
至
つ
て
の
『
左
俸
』
の
俸
授
は
、
張
蒼
を
最
初
と
す
る
が
、

史

飲

敵

常
ー
ー
買

欽

記
』
に
よ
る
と
彼
が
秦
時
よ
り
園
書
に
閲
す
る
職
に
居
り
、
天
下
の
園

@
 

書
に
明
る
か
っ
た
と
あ
り
、
『
説
文
解
字
』
序
は
、

『
左
俸
』
が
漢
初
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に
張
蒼
に
よ
り
献
上
さ
れ
た
と
記
載
す
る
。
こ
れ
よ
り
、
『
左
簿
』
と
張
蒼
の
結
び
つ
き
を
肯
定
的
に
確
認
で
き
る
こ
と
は
勿
論
、
先
述
の
宮

中
秘
府
の
『
左
侍
』
が
張
蒼
よ
り
献
上
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
の
想
像
が
可
能
と
な
る
の
で
あ
る
。

張
蒼
以
下
、
買
誼
・
買
嘉
・
貫
公
と
績
く
『
左
俸
』
の
俸
授
は
、
民
間
に
於
け
る
も
の
を
示
し
、

そ
の
中
心
と
な
っ
た
も
の
は
貫
公
に
代
表

河
間
献
王
の
下
で
天
下
の
書
が
集
め
ら
れ
、

さ
れ
る
河
間
献
王
下
の
古
文
皐
の
皐
園
で
あ
ろ
う
。
儒
林
俸
に
は
、
貫
公
が
河
間
献
王
下
の
博
士
で
あ
っ
た
こ
と
が
見
え
、
景
十
三
王
俸
は
、

『毛
氏
詩』

・
『左
氏
春
秋
』
な
ど
後
世
、
古
文
撃
の
書
と
な
る
も
の
に
閲
し
て
博
士
が
置
か
れ
た

こ
と
を
記
す
。

し
か
し
、
買
嘉

・
貫
公

・
長
卿
と
綴
く
こ
れ
ら
景
帝
か
ら
武
帝
に
か
け
て
の
人
物
は
、
あ
く
ま
で
在
野
の
一
儒
生
で
あ
っ
た
と

思
わ
れ
、
彼
ら
に
閲
す
る
停
も
、
儒
林
停
に
し
か
見
え
な
い
。
そ
れ
に
比
し
、
張
倣
以
下
、
劉
飲
へ
と
績
く
『
左
侮
』
停
授
に
関
係
し
た
人
々

は、

宣
帝
期
、
京
兆
ヰ
ア
と
な
っ
た
張
倣
、
御
史
大
夫
・
丞
相
の
役
職
に
就
い
た
粛
草
之
・
程
方
進
、
元
帝
期
に
諌
大
夫
と
な
り
宗
廟
整
理
問
題

に
閥
興
す
る
者
ノ更
始
な
ど
、
要
職
に
就
き
中
央
で
活
躍
し
た
者
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
左
氏
与
が
在
野
の
皐
で
あ
っ
た
に
し
ろ
、

が
向
上
し
て
き
た
こ
と
を
示
す
と
解
縛
し
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。

そ
の
地
位

- 65ー

次
に
、
表
〔
I〕

に
列
挙
し
た
以
外
の
人
物
の
上
奏
文
等
に

『左
倖
』
に
関
す
る
記
載
が
見
え
、

し
か
も
そ
れ
が
武
帝
期
以
前
で
は
な
く
昭

帝
・

宣
帝
以
降
に
見
ら
れ
る
こ
と
も
、

西
漢
末
期
に
か
け
て
の
左
氏
皐
撞
頭
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
第
一
に
指
摘
し
た
い
の
は
、
昭

帝
期
の
畦
弘
に
よ
る
上
奏
文
で
あ
る
。

元
鳳
三
年
正
月
、
大
石
が
自
立
し
、
昌
邑
の
枯
木
が
再
立
す
る
な
ど
の
異
繁
が
起
る
。
こ
れ
は
、
民
聞
か
ら
天
子
と
な
る
者
が
あ
る
こ
と

を
示
す
と
考
え
た
畦
弘
は
、

先
師
董
仲
街
有
言
、
難
有
縫
鰻
守
文
之
君
、

「
春
秋
之
意
」
を
推
し
て
次
の
如
く
述
べ

る。

不
害
聖
人
之
受
命
。
漢
家
尭
後
、
有
傍
園
之
運
。
漢
帝
宜
誰
差
天
下
、
求
索
賢
人、

植
以
帝

位
、
而
退
自
封
百
里
、
如
股
周
二
王
後
、
以
承
順
天
命
。

(
股
弘
同
時
)
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昭
帝
が
調
謹
と
い
う
形
で
帝
位
を
賢
人
に
譲
る
べ
き
こ
と
を
意
見
し
、
民
間
出
身
の
宣
帝
の
出
現
を
暗
示
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
今
注
目
し

た
レ
の
は
、
上
奏
文
中
に
見
え
る

「漢
家
尭
後
説
」
で
あ
る
。
何
故
な
ら
ば、

漢
H
劉
氏
が
尭
の
後
で
あ
る
と
根
抜

c

つ
け
る
経
典
は
『
左
停
』
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を
置
い
て
他
に
な
い
の
で
あ
る
。
東
漢
の
初
期
、
買
遼
は
既
に
こ
れ
を
明
言
し
、
狩
野
直
頑
氏
は
、

@
 

れ
を
詳
細
に
考
註
し
て
い
る
。

上
奏
文
中
で
も
公
言
し
て
い
る
如
く

陸
弘
は
董
仲
釘
の
弟
子
で
公
羊
皐
者
で
は
あ
る
が
、

『左
侍
』
文
公
十
三
年
の
記
事
等
か
ら
こ

彼
が
同
じ

『春

十 秋
分』
にの

あ侍
るで
とあ
言る
え 『

よ左

う。⑪管

も
粂
習
し

「春
秋
之
意
」
を
推
し
て
述
べ
た

こ
の
上
奏
文
に
左
氏
説
が
挿
入
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
可
能
性
は

第
二

に
取
り
事
げ
た
レ
の
は
、
路
温
鮮
で
あ
る
。
宣
帝
期
、
釦
鹿
で
春
秋
風
平
を
山
学
、ひ
郡
吏
と
な

っ
た
路
温
釘
の
上
奏
文
に
、

臣
聞
烏
鳶
之
卵
不
致
、
而
後
鳳
風
集
。
誹
詩
之
罪
不
談
、
而
後
良
言
準
。
故
古
人
有
言、

山
薮
蔵
疾
、
川
津
納
汗
、
瑳
捻
匿
悪
、
園
君
含

話。

(
路
温
何
百
侍
)

と
あ
る
が
、
こ
こ
に
見
え
る
「
山
薮
臓
疾

:

園

君
含
話
」
は
、

⑫
 

こ
の
こ
と
か
ら
路
温
釘
も
『
左
停
』
を
皐
ん
だ
と
す
る
。
路
温
討
が
春
秋
与
を
皐
ん
だ
釦
鹿
は
、
左
氏
皐
振
の
盛
ん
な
河
間
地
方
に
近
く
、
路

温以前
の
春
秋
風平
は

『
左
傍
』
の
影
響
を
少
な
か
ら
ず
受
け
て
い
た
と
考
え
ら
れ
、
私
も
劉
師
培
の
読
に
肯
首
し
た
い
。
以
上、

宣
帝
期
以
降
、

⑪
 

『左
侍
』
宣
公
十
五
年
の
伯
宗
の
言
葉
と
同
文
な
の
で
あ
る
。
劉
師
培
は
、

『左
体
』
が
公
羊
間
四
千
者
に

『
公
羊
体
』
と
共
に
粂
習
さ
れ
、
そ
の
形
跡
が
上
奏
文
中
に
見
ら
れ
る
こ
と
を
示
し、

左
氏
率
撞
頭
の

一つ

の
誼
左
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と
し
た
の
で
あ
る
が
、

左
氏
感
撞
頭
と
共
に
宣
帝
期
以
降
、
公
羊
謬
の
地
位
が
鑓
化
し
た
こ
と
を
次
に
述
べ
て
お
こ
う
。

西
淡
初
期
か
ら
「
春
秋
公
羊
而
巳
」
(
儒
林
体
質
)
と
あ
る
如
く
、
公
羊
与
は
春
秋
皐
の
筆
顕
で
あ
り
、
第
一
の
地
位
を
西
漢
を
通
し
て
保
持

を
示
す
場
合
が
多
い
こ
と
な
ど
は
、

し
た
こ
と
に
は
異
論
は
な
い
。
『
漢
書
』

に
見
え
る
「
春
秋
之
義
」
の
大
部
分
が
『
公
羊
傍
』
の
侍
義
を
ふ
ま
え
、
「
春
秋
」
と
は
『
公
羊
停
』

西
漢
の
春
秋
皐
が
春
秋
公
羊
皐
で
あ
っ
た
こ
と
を
保
読
す
る
。
し
か
し
、
紹
針
的
で
あ
っ
た
公
羊
摩
の
地

位
は
宣
帝
期
以
降
、
若
干
低
落
し
相
針
化
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
契
機
と
な
っ
た
の
が
宣
帝
に
よ
る
甘
露
三
年
の
穀
梁
接
接
官
樹
立
で
あ

⑬
 

り、

儒
林
停
は
そ
の
後
の
穀
柴
山
学
の
盛
行
を
述
べ

て
い
る
。
事
賀
、
宣
帝
期
以
後
、
「
春
秋
」

・
「
春
秋
之
義
」
が

『
穀
梁
体
』
を
示
す
も
の
か

あ
る
。
二
・
三
の
例
を
挙
げ
よ
う。

元
帝
期
、
戦
い
に
敗
れ
た
旬
奴
の
剛
山
支
単
子
ら
を
晒
首
に
す
る
か
否
か
の
議
論
が
あ

っ
た
。

『
月
令
』
の
記
載
を
盾
に
反
劃
す
る
匡
衡
に



制
到
し
、
許
嘉
・
王
商
ら
は
次
の
如
く
意
見
す
る
。

春
秋
、
爽
谷
之
舎
、
優
施
笑
君
、
孔
子
訣
之
。
方
盛
夏
、
首
足
異
門
而
出
。
宜
鯨
十
日
乃
埋
之
。

(
陳
湯
伴
)

『
月
令
』
と
の
針
比
の
上
で
や
は
り
経
書
を
一
が
す
と
考
え
た
い
。
然
ら
ば
、
爽
谷
之
禽
で
の
孔

⑬
 

子
の
か
か
る
慮
置
を
記
載
し
て
い
る
の
は
『
穀
梁
停
』
を
置
い
て
他
に
は
な
い
。
ま
た
雀
方
準
の
上
奏
文
に
、

春
秋
之
義
、
傘
上
公
謂
之
宰
、
海
内
無
不
統
膏
。
(
調
但
方
進
侍
)

⑮
 

と
あ
る
が
、
こ
の
場
合
も
『
穀
梁
停
』
信
公
九
年
の
博
文
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
成
帝
期
『
穀
梁
春
秋
』
を
皐
び
郡
文
皐
に

右
例
の
「
春
秋
」
は
時
代
と
も
と
れ
る
が
、

な
っ
た
梅
一掘
が
、
三
統
を
建
て
孔
子
の
子
孫
を
封
ず
べ
き
こ
と
を
上
奏
し
た
文
に
、

今
成
湯
不
記
、
股
人
亡
後
、
陛
下
縫
嗣
久
徴
、
殆
魚
此
也
。
春
秋
経
目
、
宋
殺
其
大
夫
。
穀
梁
傍
目
、
其
不
稿
名
姓
、
以
其
在
組
位
、
母

之
也
。
此
言
孔
子
故
股
後
也
、
難
不
正
統
、
封
其
子
孫
以
烏
段
後
、
瞳
亦
宜
之
。
何
者
、
諸
侯
奪
宗
、
聖
庶
奪
適
。
停
目
、
賢
者
子
孫
宜

有
土
。
而
況
聖
人
、
又
段
之
後
裁
。

(
総
幅
削
問
)
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と
あ
る
。
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は

『
春
秋
』
の
俸
と
し
て
『
穀
梁
俸
』
が
前
面
に
推
し
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
何
故
な
ら
ば
、
後

に
た
だ
「
俸
日
賢
者
子
孫
宜
有
土
」
と
あ
る
の
は
他
な
ら
ぬ
『
公
羊
傍
』
昭
公
三
十
一
年
の
健
文
な
の
で
あ
る
。

一
般
に
「
春
秋
」

「
春
秋
之

義
」
と
し
て
提
示
さ
れ
て
き
た
『
公
羊
惇
』
が
こ
こ
で
は
軍
に
「
停
日
」
と
し
て
翠
げ
ら
れ
、

⑮
 

梅
一帽
に
於
け
る
『
公
羊
俸
』
の
地
位
の
低
下
で
あ
り
、

『
穀
梁
俸
』
が
明
言
さ
れ
て
い
る
の
と
好
封
稿

を
と
っ
て
い
る
の
は
、

上
奏
文
と
い
う
公
式
の
場
で
そ
れ
が
通
用
し
て
い
る
と
言
え

⑫
 

る
。
以
上
の
三
例
は
、
公
羊
撃
の
地
位
の
相
劃
化
を
示
す
も
の
と
し
て
理
解
し
た
い
。

と
こ
ろ
で
張
倣
以
下
、
劉
飲
に
至
る
西
漠
後
半
・
期
の
『
左
停
』
停
授
に
関
わ
る
人
々
に
は
共
通
す
る
特
徴
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
特
徴

⑮
 

の
第
一
は
、
劉
師
培
の
指
摘
に
あ
る
如
く
、
左
氏
皐
を
皐
ん
だ
者
の
う
ち
穀
梁
皐
に
も
通
じ
て
レ
た
者
が
多
い
こ
と
で
あ
る
。
儒
林
停
の
『
穀

梁
春
秋
』
の
燦
を
見
る
と
、
粛
重
之
・
晋
ノ
更
始
・
予
威
・
程
方
選
・
胡
常
ら
は
、
穀
梁
皐
の
同
時
授
者
で
も
あ
る
。
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第
二
の
特
徴
は
、
左
停
家
の
中
に
は
法
律
に
精
通
し
能
吏
と
稿
さ
れ
た
人
が
多
い
こ
と
が
翠
げ
ら
れ
る
。
張
倣
は
穆
東
相
、
京
兆
予
を
歴
任
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し
賞
罰
主
義
で
以
て
宣
帝
よ
り
多
大
の
評
債
を
う
け
た
。
班
固
は
彼
の
業
績
を
次
の
如
く
記
す
。

(張
)
附
病
人
敏
疾
、
賞
罰
分
明
、
見
悪
削
取
、
時
時
越
法
縦
合
、
有
足
大
者
。

雅
、
往
往
表
賢
願
善
、
不
醇
用
談
罰
、
以
此
能
自
全
、
寛
兎
於
刑
致
。

(中
略
)
然
敵
本
治
春
秋
、
以
経
術
自
輔
、
其
政
頗
雑
儒

(張
倣
停
)

ま
た
程
方
準
を
評
し
て
班
固
は

(
細
目
〉
方
選
知
能
有
除
、
品
米
通
文
法
吏
事
、
以
儒
雅
縁
筋
法
律
、
放
信
用
通
明
相
。

(
忽
方
巡
侍
)

と
辿
ベ
る
。
さ
ら
に
路
温
鮮
に
闘
し
で
も

路
温
釘
字
長
君
、
街
鹿
東
里
人
也
。

(
中
略
)
求
魚
獄
小
吏
、
因
皐
律
令
、
轄
魚
獄
更
、

幌
中
疑
事
皆
問
駕
。

太
守
行
豚
、
見
而
異
之
、

署
決
商
目
前
(
。
叉
受
春
秋
、
通
大
義
。

(
路
湿
好
停
〉

と
、
法
律
に
精
通
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

つ
ま
り
、
路
温
針

・
翠
方
準

・
張
倣
ら
は
す
べ
て
法
律
に
通
じ
、
そ
れ
を
「
儒
雅
」
で
以
て

補
っ
て
い
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
共
通
す
る
か
か
る
特
徴
を
如
何
に
考
え
る
べ
き
か
に
留
意
し
つ
つ
、
以
下
左
氏
皐
撞
頭
の
原
因

そ
の
前
に
ま
ず
、

を
西
漢
後
中
十
期
の
政
治
史
の
上
か
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
が
、

可
公
羊
侍
』

と

『
左
侍
』
の
思
想
上
の
針
峠
と
い
う
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よ
り

哲
同
学
的
分
野
に
足
を
踏
み
入
れ
る
こ
と
に
し
よ
う
。

第

章

『
公
羊
博
』
と

『
左
氏
傍
』

『左
侍
』
と
「
公
羊
体
』
『
穀
梁
体
』
を
朱
子
は
、
史
向
学
と
組
問
平
に
区
別
し
た
こ
と
は
周
知
の
如
き
で
あ
る
が
、
史
問
干
と
稿
さ
れ
た

『左
惇』

⑮
 

は
質
際
、
事
買
の
記
述
を
中
心
と
し
て
博
を
展
開
す
る
。
山
田
琢
氏
は
「
春
駄
三
俸
の
比
較
研
究
」
に
於
い
て
、
事
が
義
の
従
属
的
地
位
し
か

認
め
ら
れ
な
い
『
公
羊
侍
』
に
劉
し

『
左
俸
』
で
は
如
何
な
る
場
合
も
事
を
無
視
し
て
義
が
語
ら
れ
る
こ
と
は
な
く
、

そ
の
「
書
日
」
の
解

韓
も
、
事
を
中
心
に
な
さ
れ
て
い
る
と
述
べ
る
。

か
く
事
を
中
心
と
し
て
停
を
展
開
す
る

『
左
停
』

に
於
い
て

多左
体
的
世
界
。

に
登
場
す
る
人
物
の
行
動
を

『
左
侮
』
自
身
が
下
す
評
債



も
、
事
に
基
づ
い
て
な
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
人
間
の
行
動
の
評
債
を
通
し
て
見
ら
れ
る
雨
俸
の
相
異
黙
を
考
え
て
い
こ
う
。

行

局

の

許

債

菅
里
克
棋
其
君
卓
子
、

及
其
大
夫
萄
息
。

〈
傍
公
十
年
・

経〉

菅
献
公
は
世
子
申
生
を
殺
し
、
嫡
子
実
宵
を
立
て
る
。
築
費
の
母
脇
姫
へ
の
寵
愛
が
篤
せ
る
行
震
で
あ

っ
た
。
臨
終
の
際
、
献
公
は
集
荷
の

付
け
人
萄
息
を
呼
び
築
費
の
こ
と
を
頼
み
、
萄
息
は
そ
の
保
護
を
誓
う
。
し
か
し
公
の
死
後
、
申
生
の
付
け
人
里
克
は
、
実
費
及
び
そ
の
子
卓

子
を
殺
害
し
、
恵
公
を
擁
立
し
た
の
で
あ
る
。
里
克
に
従
う
べ
く
要
請
さ
れ
た
萄
息
は
献
公
と
の
約
束
を
盾
に
拒
絶
し
、
そ
の
結
果
、
討
死
す

る。
事
件
の
経
緯
は
両
俸
と
も
右
に
示
し
た
の
と
ほ
ぼ
同
様
の
話
を
掲
げ
る
が
、

『
公
羊
停
』
は
、

及
者
何
、
累
也
。

紙
君
多
臭
、
合
此
無
累
者
乎
。

也
。
何
賢
乎
萄
息
。
有
息
可
謂
不
食
其
言
失
。

と
俸
を
展
開
し
、
献
公
と
の
約
束
に
終
始
し
た
萄
息
の
行
筋
を
「
賢
」
と
し
て
讃
美
す
る
の
で
あ
る
。

日
有
、
孔
父
仇
牧
皆
累
也
。

舎
孔
父
仇
牧
無
累
者
乎
ο

固
有
。

有
則
此
何
以
書
。
賢
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一方、

信
公
九
年
の
俸
文
に
こ
の
逸
話
を
載
せ
る
『
左
俸
』
は
、
こ
れ
と
ニ
占
ア
ン
ス
を
異
に
す
る
。

君
子
日
、
詩
所
謂
日
圭
之
砧
、
向
可
磨
也
。
斯
言
之
砧
、
不
可
篤
也
。
萄
息
有
荒
。

「
斯
言
之
詰
」
と
は
、
萄
息
が
献
公
に
翼
賛
の
保
護
を
誓
っ
た
言
葉
で
あ
り
、
愚
君
の
行
震
に
殉
じ
た
萄
息
の
不
用
意
な
言
動
、
愚
直
に
冷
淡

な
許
債
を
下
す
。

多
十
有
一
月
己
巳
朔
、
宋
人
及
楚
人
戦
子
、
説
。
宋
師
敗
績
。

説
に
於
け
る
宋
と
楚
の
戦
い
で
あ
る
。
多
勢
の
楚
に
射
し
、
宋
は
無
勢
。
楚
の
布
陣
が
整
わ
な
い
間
際
を
縫
っ
て
の
急
襲
戦
法
を
進
言
す
る

臣
下
(
『左
附
ど
で
は
司
馬
子
魚
〉
に
劉
し
、
卑
怯
な
行
動
は
で
き
な
い
と
す
る
褒
公
は
聞
く
耳
を
持
た
な
い
。
結
果
、
宋
は
大
敗
を
喫
す
る
。

〔

E〕

(催
公
二
十
二
年

・
経
)
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後
世
「
宋
衰
の
仁
」
と
掛
怖
さ
れ
る
話
で
あ
り
、
雨
俸
と
も
憾
で
詳
述
し
て
い
る
。
し
か
し
、
宋
喪
公
の
評
慣
に
は
大
き
な
相
異
を
見
る
。

君
子
大
其
不
鼓
不
成
列
、
臨
大
事
而
不
忘
大
躍
。
有
君
而
無
臣
。
以
魚
雌
文
王
之
戦
、
亦
不
過
此
也
。

と
『
公
羊
傍
』
は
裏
公
の
行
魚
を
紐
讃
し
、
加
え
て
臣
下
の
不
徳
を
非
難
す
る
の
で
あ
る
。
何
休
注
に
至
つ
て
は
、
敗
戦
の
原
因
は
臣
下
に
あ

@
 

る
と
ま
で
述
べ
る
。

し
か
し
、

か
か
る
喪
公
の
行
魚
を
非
と
す
る
。

君
未
知
戦
、
勅
敵
之
人
、
臨
而
不
列
、
天
賛
我
也
。
阻
而
鼓
之
、
不
亦
可
乎
、
猶
有
耀
鷲
。

@
 

『
左
俸
』
は
司
馬
子
魚
の
一
七
日
を
偲
り
て
、

且
今
之
助
者
、
皆
吾
敵
也
。
雌
及
胡
有
、
獲

則
取
之
、
何
有
於
二
毛
。
明
恥
数
戦
、
求
殺
敵
也
。
傷
未
及
死
、
如
何
勿
重
。
若
愛
重
傷
、
則
如
勿
傷
。
愛
其
二
毛
、
則
如
服
膏
。
三
軍

以
利
用
也
、
金
鼓
以
鐸
気
也
。
利
而
用
之
、
阻
臨
可
也
。
捜
盛
致
志
、
鼓
俊
可
也
。

「
き
れ
い
ご
と
だ
け
で
は
戦
争
に
勝
て
な
い
」
と
す
る
『
左
惇
』
の
こ
の
考
え
は
、

『
公
羊
博
』

の
そ
れ
と
あ
ま
り
に
封
照
的
で
あ
る
と
言
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わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

秋
七
月
叔
弓
如
宋
、
葬
宋
共
姫
。

褒
公
三
十
年
五
月
、
宋
に
火
災
が
あ
り
、

〔

E
〕

(袈
公
三
十
年
・
綴
〉

そ
の
折
、
宋
共
王
の
夫
人
伯
姫
が
焼
死
し
た
。
侍
女
と
行
動
を
共
に
せ
ね
ば
な
ら
な
い
と
レ
う
瞳

規
定
が
あ
り
、
そ
の
放
に
逃
げ
遅
れ
た
の
で
あ
る
。
伯
姫
の
死
に
つ
い
て
の
雨
俸
の
論
評
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

外
夫
人
不
書
葬
、
此
何
以
書
。
隠
之
也
。
何
隠
爾
。
宋
災
、
伯
姫
卒
駕
。
其
稽
誼
何
。
賢
也
。

君
子
謂
宋
共
姫
、
女
市
不
婦
、
女
侍
人
、
婦
義
事
也
。

(
『
公
羊
停
』
)

(
『
左
停
』
)

即
ち
、

『
公
羊
惇
』
に
あ
っ
て
は
、
伯
姫
が
躍
を
遵
守
し
そ
の
故
に
焼
死
し
た
行
震
を
「
賢
」
と
し
て
稿
え
、
貞
婦
の
鏡
と
な
す
。
さ
ら
に

『
公
羊
倖
』
が
述
べ
る
伯
姫
に
闘
す
る
言
僻
は
、

こ
の
僚
に
止
ま
ら
ず
同
年
の
溜
淵
の
舎
の
目
的
が
『
春
秋
』
経
文
に
明
記
さ
れ
て
い
る
の

@
 

は
、
他
な
ら
ぬ
伯
姫
の
死
を
諸
侯
が
悼
ん
だ
か
ら
で
あ
る
と
す
る
。
『
公
羊
停
』
が
伯
姫
に
寄
す
愛
惜
は
、
か
く
も
深
い
。

一
方
、
『
左
俸
』
が
「
君
子
日
」
と
し
て
輿
え
た
-
評
債
は
誠
に
厳
し
い
も
の
で
あ
る
。

「
未
婚
の
女
子
の
行
震
な
ら
理
解
も
し
よ
う
が
、
既
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婚
の
婦
人
の
行
動
と
は
思
え
ぬ
。
婦
人
と
も
な
れ
ば
事
の
宜
し
き
に
従
っ
て
行
動
す
べ
き
だ
」
と
し、

讃
僻
を
惜
ま
ぬ
『
公
羊
停
』
に
比
し、

柳
か
の
評
債
も
輿
え
な
い
。

か
く
、
〔
l
〕
〔
E
〕
〔

E
〕
に
見
ら
れ
る
雨
俸
の
人
物
評
債
の
相
異
は
、
雨
俸
が
異
な
る
評
債
基
準
を
持
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
〔
I
〕

に
於
け
る
萄
息
の
忠
誠
、

〔

E〕

に
見
ら
れ
る
宋
裏
公
の
潔
癖
、
〔

E
〕
に
現
れ
た
伯
姫
の
敬
度
、

『
公
羊
侍
』
は
そ
れ
ら
を
「
賢
」
と
し
、
君

子
の
行
動
と
し
て
紐
讃
す
る
。

い
っ
た
い
『
公
羊
惇
』
に
於
い
て
、

@
 

勇
・
信
・
義
を
基
本
要
素
と
す
る
侠
の
観
念
で
あ
る
。

「賢」

と
は
最
高
の
讃
僻
で
あ
り

「啓丹」

な
る
評
債
を
得
る
一
つ
は
、

の
『
公
羊
惇
』
博
文
に
「
孔
父
仇
牧
皆
累
也
」
と
あ
る
孔
父
・
仇
牧
の
故
事

は
、
桓
公
二
年
、
在
公
十
二
年
の
俸
文
中
で
言
及
さ
れ
、

ス
タ
イ
ル
は
萄
息
の
場
合
と
同
じ
い
。
孔
父
・
仇
牧
・
萄
息
は
全
て
、
そ
の
侠
気
の

故
に
「
賢
」
と
帯
さ
れ
る
。
同
様
に
〔
E
〕
〔

E〕

の
例
も
、

「信」

に
代
表
さ
れ
る
任
侠
的
行
篤
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
『
公
羊

俸
』
は
、
行
偶
者
の
意
志
を
徹
底
し
て
重
視
す
る
。
停
文
中
の
「
如
其
意
」
「
成
公
意
」
(
際
公
元
年
、
二
年
・
五
年
〉

〈
信
公
二
十
八
年
・
裏
公
七
年
〉
な
ど
の
表
現
、
「
絡
而
必
訣
」
(
荘
公
三
十
二
年
・
昭
公
元
年
〉
と
す
る
筆
致
は
、
そ
の
心
情
重
視
の
立
場
を
示
し
、

(
桓
公
元
年
)

「
致
其
意
」

-71ー

『
公
羊
俸
』
の
世
界
に
於
い
て
、
善
き
意
志
を
持
っ
て
い
る
に
も
拘
ら
ず
、
現
寅
に
中
断
さ
れ
た
行
震
を
成
就
さ
せ
、
悪
し
き
意
志
は
、
現
貧

@
 

的
に
な
る
以
前
に
毘
紹
を
加
え
る
の
で
あ
る
。
例

〔
I
〕
〔
E
〕
で
一
般
的
に
は
愚
直
と
見
ら
れ
る
任
侠
的
行
震
を
紐
讃
す
る
の
は
、

『
公
羊
俸
』
が
保
持
す
る
こ
の
様
な
即
情
判
断
に
基
づ
き
、

叉
そ
の
情
を
容
認
す
る
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
『
公
羊
停
』
で
は
、
行
震
の
結
果

〔

E
〕

は
二
義
的
な
も
の
な
の
で
あ
る
。

つ
評
債
基
準
と
言
え
よ
う
。

『
公
羊
俸
』
が
讃
美
す

よ
り
多
く
傾
斜
す
る
。
で
述
べ
る
「
義
事
」
H
「
事
の
宜
を

に
見
ら
れ
る
愚
直
な
る
行
震
に
劃
す
る
冷
淡
、
任
侠
的
行
矯
の
軽
視
に
繋
が
り
、
『
左
停
』
が
も

つ
ま
り
『
左
停
』
は
行
策
を
事
に
即
し
て
客
観
的
に
評
債
す
る
の
で
あ
り
、
か
か
る
郎
事
評
債
は
『
公
羊
停
』
に

で
は
、
か
か
る
『
左
博
』
の
立
場
は
具
鐙
的
に
は
ど
の
様
な
形
で
現
れ
、

〔

E
〕

し
か
る
に
『
左
俸
』
は
、
人
間
の
行
震
の
過
程
に
見
ら
れ
る
心
情
を
重
視
し
な
い
。

る
任
侠
的
行
魚
に
封
し
誠
に
冷
淡
で
あ
り
、
重
視
は
事
H
行
篤
の
結
果
に
、

は
か
り
て
行
う
」
の
立
場
は
、

〔I
〕
〔
E
〕

射
し
て
現
質
的
で
あ
り
、
又

一種、

合
理
的
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
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の
で
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。
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法
律
と
そ
の
施
行

前
節
で
検
討
し
た
如
く
、

『
左
俸
』
は
行
局
の
評
債
を
、
事
H
結
果
に
従
っ
て
判
断
す
る
が
、

さ
ら
に
準
ん
で
『
左
博
』
は
、

人
間
の
行
篤

が
準
捜
す
べ
き
「
事
」
を
も
主
覗
す
る
。
準
践
す
べ
き
「
事
」
と
は
法
律

・
刑
法
で
あ
り
、
行
震
の
郎
事
許
債
は
法
重
視
に
結
び
つ
く
。
例
を

奉
げ
て
検
討
し
よ
う
。

〔

N〕

菅
越
盾
棋
其
君
夷
狸
。

(
宣
公
二
年

・
経
)

暴
君
菅
璽
公
が
殺
害
さ
れ
た
事
件
で
あ
る
。
殺
害
の
張
本
人
は
越
穿
で
あ
り
越
盾
で
は
な
い
。
経
文
で
「
越
盾
棋
其
君
」
と
あ
る
の
は
、
太

史
董
狐
が
そ
う
書
い
た
か
ら
で
、
所
謂
「
董
狐
の
筆
」
と
し
て
史
官
の
模
範
を
示
す
有
名
な
僚
で
あ
る
。
事
の
経
過
は
南
惇
(
『
公
羊
侍
』
は
、

宣
公
六
年
の
係
〉
と
も
に
，
詳
し
い
。
霊
公
を
戒
め
ん
と
し
た
越
盾
の
殺
害
を
公
は
目
論
む
が
失
敗
に
終
る
。
越
盾
逃
亡
の
後
、
越
穿
が
霊
公
を
殺

し
た
。
開
園
し
た
越
盾
は
、
賊
を
討
伐
し
な
か
っ
た
が
故
に
君
主
殺
害
の
罪
を
蒙
る
。

@
 

心
情
を
重
視
し
、
復
笹
を
積
極
的
に
肯
定
す
る
『
公
羊
停
』
が
深
い
同
情
を
寄
せ
つ
つ
も
、

か
か
る
越
盾
の
行
震
を
是
認
し
な
い
の
は
嘗
然
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で
あ
ろ
う
。

額
負
仁
魚
義
、
入
試
爾
君
而
復
圏
不
討
賊
、
此
罪
棋
君
而
何
。

と
の
史
官
の
言
僻
は
、
行
痛
の
即
情
評
債
に
立
ち
、
刑
罰
の
剣
断
基
準
を
行
矯
者
の
心
情
に
求
め
る
『
公
羊
侍
』
の
思
想
の
代
癖
で
あ
る
。

君

主
殺
害
の
賊
は
嘗
然
討
つ
べ
き
な
の
に
、
そ
の
放
棄
は
心
情
に
於
け
る
君
主
殺
害
を
意
味
す
る
と
の
考
え
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
『
左
惇
』
の
史

官
の
言
葉
は
、
柳
か
異
な
る
。

亡
不
越
寛
、
反
不
討
賊
、
非
子
而
誰
。

子
粛
正
卿
、

と
「
亡
不
越
寛
」
の
四
字
を
挿
み
、
孔
子
の
言
葉
を
借
り
て
次
の
如
く
に
許
す
。

董
狐
古
之
良
史
也
。
書
法
不
隠
。
趨
宣
子
古
之
良
大
夫
也
。
篤
法
受
悪
。
惜
也
、
越
寛
乃
菟
。



「
越
克
」
と
い
う
事
貫
の
如
何
で
、
越
盾
の
罪
の
有
無
を
判
断
す
る
。
こ
れ
は
『
左
俸
』
の
即
事
許
債
を
示
す
も
の
で
あ
る
と
同
時

「
書
法
不
隠
」
「
矯
法
受
悪
」
と
「
法
」
を
中
心
に
し
て
展
開
さ
れ
た
孔
子
の
議
論
に
は
留
意
し
た
い
。
董
狐
と
趨
盾
は
、
法
違
守
か
ら

評
債
さ
れ
る
。
法
を
遵
守
し
た
が
故
に
両
名
は
謹
讃
さ
れ
、
法
の
下
に
命
を
落
し
た
越
盾
に
愛
情
と
同
情
を
寄
せ
る
の
で
あ
る
。

法
重
親
の
考
え
が
明
確
に
示
さ
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

創
ち
、

『
左
停
』
の

〔

V〕

宋
華
元
帥
師
、
及
鄭
公
子
諦
生
帥
師
戟
子
大
材
料
。

ハ
宣
公
二
年
・
経
)

『
左
俸
』
は
こ
の
宋
と
鄭
と
の
戦
い
の
際
の
逸
話
と
し
て
次
の
様
な
話
を
載
せ
る
。

先
例
〔
日
〕

井
戸
に
落
ち
た
鄭
の
武
賂
を
助
け
た
宋
の
狂
投
は
、
逆
に
そ
の
武
賂
の
捕
虜
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

の
宋
裏
公
の
行
魚
に
一
脈
通
ず
る
こ
の
話
に
闘
し
、
『
左
停
』
は
同
様
の
評
債
を
輿
え
る
。

君
子
日
、
失
艦
違
命
、
宜
其
矯
禽
也
。
戎
昭
果
毅
以
聴
之
、
之
謂
躍
。
殺
敵
魚
果
、
致
果
魚
毅
。
易
之
、
数
也
。

@
 

「
瞳
」
と
は
、
こ
こ
で
は
「
軍
法
」
を
意
味
す
る
。
軍
法
の
遵
守
を
第
一
と
し
、
人
の
苦
境
に
つ
け
込
ま
な
い
〈
宋
裏
の
仁
〉
に
は
、

一
片
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の
評
債
も
輿
え
な
い
。

以
上
、

〔N
〕
〔
V
〕

『
左
停
』
が
重
要
覗

に
即
し
て
『
左
俸
』
の
法
重
視
を
述
べ
て
き
た
が
、
こ
の
こ
と
は
俸
文
中
し
ば
し
ば
言
及
さ
れ
、

@
 

に
於
い
て
も
わ
か
る
援
に
、
刑

・
法
律
と
匡
別
さ
れ
ず
使
用
さ
れ
て
い
る
場
合
が
あ
る
こ
と
、
叉
『
左
博
』
が
決
し
て

@
 

否
定
的
に
扱
わ
な
い
覇
者
の
原
理
が
、
刑
徳
二
元
主
義
に
立
脚
し
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
も
立
誼
で
き
よ
う
。
で
は
『
左
惇
』
の
か
か
る
法
重

す
る
「
躍
」
が
〔
V
〕

親
は
、
ど
の
様
な
特
徴
を
具
有
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

『
春
秋
』
の
停
で
あ
る
『
左
停
』
が
多
分
に
小
説
的
色
影

を
帯
び
る
の
も
、
こ
れ
ら
登
場
人
物
が
織
り
成
す
多
様
性
に
あ
る
と
も
言
え
る
。
中
で
も
と
り
わ
け
有
名
で
『
左
惇
』
の
高
い
評
債
を
得
て
い

@
 

る
の
は
、
賢
相
と
稿
さ
れ
た
賛
同安
子
、
鄭
子
産
で
あ
ろ
う
。
子
産
に
闘
し
て
は
、
『
左
停
』
は
随
所
で
そ
の
言
動
に
射
す
る
讃
僻
を
輿
え
る
。

@
 

そ
し
て
こ
の
子
産
の
言
動
の
中
に
刑
罰
重
視
、
賞
罰
主
義
の
肯
定
が
窺
え
る
の
で
あ
る
。
特
に
衣
に
奉
げ
る
逸
話
に
は
注
目
し
た
い
。

『
春
秋
左
氏
博
』
に
は
、
春
秋
期
活
躍
し
た
幾
多
の
英
雄
、
賢
人
が
登
場
す
る
。
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〔

W〕

三
月
鄭
人
鋳
刑
書
、
叔
向
使
拍
子
産
書
目
、
始
吾
有
虞
於
子
、
今
則
己
失
。
北
目
先
王
議
事
以
制
、
不
信
用
刑
降
、
健
民
之
有
手
心
也
。

猶
不
可
禁
禦
。
是
故
閑
之
以
義
、
糾
之
以
政
、
行
之
以
躍
、
守
之
以
信
、
奉
之
以
仁
。
(
中
略
〉
今
吾
子
相
鄭
園
作
封
油
、
立
誘
政
、
制
参

院
叶
、
第
刑
書
、
終
以
靖
民
、
不
亦
難
乎
。
(
中
略
)
復
書
目
、
若
吾
子
之
言
、
僑
不
才
、
不
能
及
子
孫
、
吾
以
救
世
也
。
既
不
承
命
、
敢
忘

大
恵
。

(
昭
公
六
年
・
『
左
伴
』
〉

鼎
に
刑
蓄
を
鋳
た
子
産
の
行
震
を
叔
向
が
非
難
す
る
。
非
難
は
徳
治
主
義
の
立
場
か
ら
の
も
の
で
あ
る
が
、
子
産
は
こ
れ
を

一
蹴
す
る
。
救

世
の
震
に
は
刑
法
に
基
づ
く
政
治
も
や
む
を
得
な
い
と
。
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
刑
書
を
鼎
に
鋒
た
行
魚
で
あ
り
、
そ
れ
は
刑
法
の
成
文

化
を
意
味
す
る
。
行
矯
の
即
情
評
債
を
特
徴
と
す
る
『
公
羊
俸
』
で
は
、
「
春
秋
之
義
」
が
刑
罰
の
判
断
基
準
と
な
る
が
、
そ
れ
は
不
文
法
的

φ

規
範
4

と
も
言
う
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。
後
述
の
如
く
、

漢
代
で
は
刑
罰
は
「
春
秋
之
義
」
を
中
心
と
し
て
判
断
さ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の

僚
に
於
い
て
『
左
停
』
は
成
文
法
的
刑
法
を
是
認
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
昭
公
六
年
の
僚
に
射
し
『
左
俸
』
は
後
日
談
を
用
意
し
て
い
る
。

鄭
棚
欣
殺
郵
析
而
用
其
竹
刑
。
君
子
謂
、
子
然
於
是
不
忠
、
荷
有
可
以
加
園
家
者
、
奔
其
邪
可
也
。
(
中
略
〉
故
用
其
道
、
不
十井
其
人
。
詩

云
蔽
帯
甘
裳
、
勿
期
勿
伐
、
召
伯
所
変
。
思
其
人
、
猫
愛
其
樹
、
況
用
其
道
、
而
不
価
其
人
乎
。
子
然
無
以
動
能
失
。

子
産
が
作
し
た
刑
書
の
不
備
を
補
う
魚
、
竹
簡
に
刑
骨一回
を
書
い
た
郵
析
が
殺
さ
れ
た
原
因
は
、
君
命
に
依
ら
ず
刑
書
を
私
造
し
た
か
ら
と
す

@
 

る
杜
預
匂
と
、
他
に
罪
が
あ
り
そ
の
震
に
死
罪
と
な
っ
た
と
す
る
孔
穎
達
疏
が
あ
る
が
、
今
そ
の
ど
ち
ら
に
従
う
か
は
問
題
で
は
な
い
。
問
題
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と
し
た
い
の
は
、
郵
析
の
行
矯
を
園
家
に
盆
あ
る
も
の
と
し
、
刑
書
の
作
成
を
『
左
俸
』
が
是
認
し
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
刑
法
の
成
文
化
に

こ
こ
で
も
肯
定
的
だ
と
き?え
る。

次
に
法
重
視
の
立
場
に
立
つ
『
左
停
』
が
そ
こ
か
ら
、
法
の
巌
格
な
適
用
、
厳
格
な
賞
罰
主
義
へ
の
志
向
を
特
徴
と
す
る
こ
と
が
指
摘
で
き

@
 

る
。
〔
W
〕
を
始
め
と
し
て
停
文
中
の
各
所
に
そ
れ
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
今
、
特
に
剖
目
す
べ
き
例
を
一
つ
翠
げ
よ
う
。

〔
四
〕
菅
の
刑
侯
と
薙
子
の
聞
の
土
地
争
い
に
判
決
を
下
し
た
叔
魚
は
、
落
子
か
ら
の
賂
で
刑
侯
を
有
罪
と
す
る
。
怒
っ
た
刑
侯
は
二
人
を

殺
し
て
し
ま
っ
た
。
叔
魚
の
兄
で
あ
り
名
臣
の
器
高
い
叔
向
は
、
三
人
を
共
に
有
罪
と
し
、
叔
魚
と
薙
子
の
戸
を
市
に
晒
し
、
那
侯
に
死



罪
を
宣
告
し
た
。

(
昭
公
十
四
年
・
『
左
傍
』
〉

『
左
俸
』
は
、
孔
子
の
言
葉
を
借
り
て
叔
向
の
か
か
る
行
動
を
絶
讃
す
る
。

仲
尼
日
、
叔
向
古
之
遺
直
也
。
治
園
制
刑
、
不
隠
於
親
。
三
数
叔
魚
之
悪
、
不
魚
末
減
、
日
義
也
夫
、
可
謂
直
失
。
(
中
略
)
邪
侯
之
獄
、

言
英
貧
也
、
以
正
刑
書
、
菅
不
震
頗
。
三
言
而
除
三
悪
、
加
三
利
、
殺
親
盆
策
、
猫
義
也
夫
。

他
の
二
人
と
区
別
す
る
こ
と
な
く
、
自
分
の
弟
を
も
刑
罰
に
援
し
た
行
矯
を
「
直
」
と
し
て
稿
え
る
こ
の
言
葉
は
、
同
時
に
「
直
」
に
闘
す

る
『
論
語
』
の
、

葉
公
語
孔
子
日
、
吾
黛
有
直
弱
者
、
其
父
撰
羊
、
市
子
誼
之
。
孔
子
日
、
吾
黛
之
直
者
、
異
於
是
、

実。

父
魚
子
隠
、
子
魚
父
隠
、
直
在
其
中

(
子
路
篇
〉

な
る
有
名
な
篠
を
想
起
せ
し
め
る
。
こ
の
『
論
語
』
の
僚
は
、
家
族
聞
の
愛
情
が
法
的
権
威
を
凌
駕
す
る
こ
と
を
示
し
、
『
公
羊
停
』
さ
ら
に

@
 

は
董
仲
野
の
主
張
は
、
こ
の
延
長
線
上
に
位
置
す
る
。
し
か
し
『
左
俸
』
の
こ
の
逸
話
は
異
な
る
。
「
治
園
制
刑
」
「
以
正
刑
書
」
を
是
と
し
、

法
律
の
巌
格
な
施
行
を
讃
美
し
、
施
行
は
近
親
、
他
人
を
問
わ
ず
卒
等
に
行
な
わ
れ
る
と
こ
ろ
に
「
直
」
が
あ
る
と
す
る
。
肉
親
の
愛
情
よ
り

@
 

法
律
の
忠
買
な
る
施
行
が
優
先
す
る
こ
と
を
こ
の
話
は
示
す
。
以
上
、
『
左
俸
』
の
法
重
視
を
中
心
に
検
討
し
て
き
た
が
、
次
節
で
は
、
こ
の

師
事
評
債
が
別
の
一
面
で
『
公
羊
侍
』
の
立
場
と
抵
濁
す
る
こ
と
を
示
そ
う
。
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園

家

と

君

臣

先
述
の
如
く
、

り
、
『
公
羊
俸
』
は
京
公
十
四
年
の
俸
文
で

制
春
秋
之
義
、
以
侠
後
聖
、
以
君
子
之
魚
、
亦
有
楽
乎
此
也
。

と
結
び
そ
の
俸
を
移
え
る
。
「
春
秋
之
義
」
の
具
盤
的
表
現
は
、

『
公
羊
惇
』
は
事
を
義
の
従
属
的
地
位
に
置
く
の
で
あ
る
が
、
こ
の
場
合
の
義
と
は
言
う
ま
で
も
な
く
「
春
秋
之
義
」
で
あ

583 

「
大
夫
無
遂
事
」
(
桓
公
八
年
・
荘
公
占
i

九
年
・

信
公
三
十
年

・
裏
公
二
年
、
十
二
年
〉
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「
不
興
諸
侯
専
封
也
」

(
倦
公
元
年
、
二
年
、
十
四
年
・
袈
公
元
年
・
昭
公
四
年
、
十
三
年
〉
な
ど
の
主
張
で
あ
り
、

強
烈
な
理
念
重
視
、
原
則
主
義

@
 

日
原
利
園
氏
が
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
博
文
中
の
「
質
興
而
文

に
立
つ
『
公
羊
停
』
は
、
各
所
で
こ
の
「
春
秋
之
義
」
を
顕
彰
す
る
。
尤
も
、

不
興
」〈
倦
公
元
年
、

二
年
、
十
四
年
・
文
公
十
四
年
・
宣
公
十
一
年

・
定
公
元
年
)
な
ど
の
表
現
、

ゆ
る

立
ち
「
賀
、
興
す
」
に
、
よ
り
比
重
を
か
け
る
の
で
あ
る
が
、

即
ち
文
寅
二
元
論
に
あ
っ
て
は
、
倫
理
性
の
上
に

「文

・
賓
の
論
」
を
敢
て
提
起
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
は

『
公
羊
俸
』

原
則
と
は
、
「
援
飢
世
、
反
諸
正
」
(
友
公
十
四
年
)
と
述
べ
ら
れ
た
、

社
舎
の
安
定
と
秩
序
の
震
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
論
を
侠
た
な
い
。
そ
し
て
、
社
舎
の
安
定
と
秩
序
を
墓
み
『
公
羊
俸
』
が
そ
の
原
則
主
義

王
位
継
承
の
順
位
の
遵
守
で
あ
っ
た
。

の
理
念
主
義
の
強
さ
を
物
語
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
場
合
の
理
念
、

を
強
く
主
張
す
る
も
の
の
一
つ
は
、

『
春
秋
』
の
十
二
公
は
隠
公
か
ら
始
ま
る
が
『
公
羊
侍
』
は
、
隠
公
即
位
が
経
文
に
明
記
さ
れ
て
い
な
い
の
は
、

王
位
耀
承
の
順
位
を
遵
守

し
自
分
よ
り
身
分
の
高
い
桓
公
に
一
議
一
位
し
よ
う
と
し
た
隠
公
の
意
志
を
成
就
せ
し
め
ん
が
痛
と
解
す
る
ハ
『
公
羊
停
』
際
公
元
年
)
。
隠
公
の
計
劃

@
 

は
中
断
さ
れ
る
が
『
公
羊
停
』
は
隠
公
元
年
J
十
一
年
に
か
け
て
、
五
回
に
わ
た
り
「
成
公
意
」
と
、
隠
公
の
善
き
意
志
を
顛
彰
す
る
。
そ
し

て
王
位
縫
承
の
躍
規
定
を
、
隠
公
元
年
春
正
月
の
篠
で
、
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立
適
以
長
、

不
以
賢
。
立
子
以
貴
、
不
以
長。

と
明
言
す
る
。
叉
、

『
公
羊
俸
』
が
「
何
賢
乎
某
、
一
譲
園
也
」
と
俸
を
た
て
、

@
 

「
賢
」
と
一
議
園
を
睦
讃
す
る
の
は
、
賢
者
を
園
君
に
せ
ん
と
す

る
先
君
に
似
到
し
、
賢
者
が
僻
退
し
正
賞
な
王
位
継
承
を
遂
行
し
た
行
詩
を
善
と
し
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

れ
が
賢
者
に
針
し
て
で
あ
れ
〉
に
於
け
る
『
公
羊
停
』
の
非
難
は
強
い
。
二
・
三
の
例
を
穆
げ
よ
う
。

こ
れ
に
劉
し
、

王
位
継
承
の
屈
折
(
そ

笑
未
葬
宋
鯵
公
。

宋
宜
公
は
、

〔咽〕

ハ
際
公
三
年
・
経
〉

そ
の
子
興
夷
を
寵
愛
し
て
い
た
が
、
王
位
は
才
能
あ
る
弟
終
公
に
譲
る
。
謬
公
は
自
分
の
後
を
先
君
宣
公
の
恩
に
報
い
る
意
味

で
興
夷
に
継
が
す
。
後
、
輿
夷
は
謬
公
の
子
妊
公
鴻
に
殺
さ
れ
た
。

『
公
羊
俸
』
は
、
宋
の
王
位
継
承
の
経
緯
を
右
の
如
く
述
べ
、
最
後
に
、



故
君
子
大
居
正
。
宋
之
繭
、
宣
公
魚
之
也
。

と
結
び
、
宣
公
の
か
か
る
行
震
を
非
難
す
る
。

大
其
遁
子
居
正
、
不
務
違
躍
而
譲
庶
。

「
宋
之
禍
」
と
は
桓
公
二
年
の

「
大
居
正
」
と
は
、
徐
彦
疏
に
従
え
ば
、

で
あ
り
、宋

督
結
其
君
輿
夷
、
及
其
大
夫
孔
父。

(桓
公
二
年
・
経
)

⑮
 

な
る
政
愛
で
あ
る
。
後
日
の
こ
の
政
嬰
が
果
し
て
旺
公
鴻
が
督
と
共
謀
し
て
粛
し
た
か
否
か
は
定
か
で
な
い
が
、

『
公
羊
俸
』
は

王
位
耀
承

の
屈
折
を
認
め
な
い
の
で
あ
る
。

〔医〕

(
荘
公
三
十
二
年

・
経
)

秋
七
月
葵
己
公
子
牙
卒
。

魯
荘
公
に
は
、
慶
父
・
叔
牙
・
季
友
の
三
兄
弟
が
お
り
、
子
般
は
荘
公
の
世
子
で
あ
る
。
叔
牙
に
慶
父
擁
立
を
腕
曲
に
示
さ
れ
た
荘
公
は
、

季
友
に
子
般
の
こ
と
を
頼
み
園
政
を
委
ね
る
。
公
の
死
後
、
叔
牙
の
反
乱
を
察
知
し
た
季
友
は
、
叔
牙
に
毒
を
す
す
め
、

公
子
従
吾
言
市
飲
此
、
則
必
可
以
無
震
天
子
裁
笑
、
必
有
後
乎
魯
園
。
不
従
吾
言
而
不
飲
此
、
則
必
矯
天
下
裁
笑
、
必
無
後
乎
魯
因
。

-77 -

と
叔
牙
を
自
殺
に
追
い
や
る
の
で
あ
る
。

右
の
如
く
に
俸
を
展
開
す
る
『
公
羊
俸
』

る
。
そ
し
て
経
文
の
「
公
子
牙
卒
」
と
の
表
現
は
、
季
友
の
痛
に
議
み
た
か
ら
だ
と
し

行
震
を
讃
美
す
る
。

事
の
県
相
、
果
し
て
叔
牙
に
反
乱
の
意
志
が
あ
っ
た
か
否
か
は
定
か
で
な
い
が
、

は

叔
牙
の
か
か
る
行
震
を
「
君
親
無
賂
、

附
府
市
諒
荒
」

な
る
「
春
秋
之
義
」
を
以
て
裁
下
す

「
悪
を
遁
め
」
、

王
位
継
承
の
屈
折
を
防
い
だ
季
友
の

『
公
羊
傍
』
の
こ
の
話
に
は
若
干
の
意
園
的
作
震
が
感
じ

ら
れ
な
く
も
な
い
。

『
左
惇
』
も
こ
の
事
件
に
つ
い
て
鰯
れ
る
が
、
叔
牙
謀
叛
に
つ
い
て
の
記
事
は
な
く
、
叔
牙
に
死
を
逼
っ
た
時
の
季
子
の

日
葉
は
〉

585 

飲
此
則
有
後
於
魯
圏
、

不
然
死
且
無
後
。

(妊
公
三
十
二
年
・

『
左
仰
』
)
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と
あ
り

@
 

「最
期
は
潔
く
な
さ
れ
い
」
と
の
意
を
持
つ
『
公
羊
停
』
の
そ
れ
と
は
ニ
ュ
ア

ン
ス
が
あ
る
。
ま
た
司
馬
濯
も
魯
世
家
で
、
雨
俸
を

折
衷
し
て
こ
の
事
件
を
記
す
が
、
牙
の
謀
叛
に
つ
い
て
記
述
は
な
く
、

季
子
の
牙
に
劃
す
る
言
葉
は
、

『
左
停
』
の
そ
れ
と
同
じ
い
。
王
位
纏

承
に
於
け
る

『
公
羊
停
』
の
強
い
原
則
主
義
が
、

季
友
へ
の
躍
識
と
叔
牙
に
封
す
る
毘
絶
を
作
局
せ
し
め
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

『左
俸
』
は
王
位
縫
承
に
つ
い
て
、
柔
軟
な
判
断
を
下
す
。
例
〔
医
〕
に
於
け
る
叔
牙
へ
の
評
慣
が
『
公
羊
傍
』
ほ
ど
厳
し
く
な
い

一方、

の
は

『左
体
』
の
か
か
る
姿
勢
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
し

〔凋
〕
で
の
宣
公
の
態
度
を
、

(限
公
三
年
・
『左
側
』)

君
子
日
、
宋
宣
公
可
謂
知
人
失
。
立
躍
公
、
其
子
製
之
、
命
以
義
夫
。

@
 

と、

『公
羊
停
』
と
は
逆
に
論
、美
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
又
、
『左
停
』
で
は
原
則
に
拘
ら
ず
多
数
の
是
認
で
以
て
即
位
し
た
王
を
是
と
も
し
、

@
 

能
力
主
義
か
ら
王
位
に
即
く
こ
と
に
も
積
極
的
許
債
を
興
え
て
い
る
。
そ
し
て
か
か
る

『左
停
』
の
姿
勢
は
、
第
一
節
で
述
べ
た
即
事
評
債
が

内
包
す
る
合
理
的
、
現
質
的
思
考
の
具
佳
的
現
れ
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
以
上
、
王
位
継
承
に
閲
す
る
雨
俸
の
立
場
の
相
異
を
検
討
し
た

- 78ー

が
、
次
に
こ
れ
を
君
臣
開
係
か
ら
考
え
て
い
こ
う
。

心
情
重
視
の
立
場
を
と
る
『
公
羊
体
』
に
於
い
て
、
そ
の
心
情
と
は
、
任
侠
の
気
風
で
あ
る
こ
と
は
既
に
述
べ
た
。
『
春
秩
公
羊
停
』
が
志

向
す
る
君
臣
闘
係
は
、
こ
の
君
主
と
家
臣
の
心
情
的
結
合
、
任
侠
的
結
合
の
要
素
を
多
分
に
含
む
。
例
〔

I
〕
の
萄
息
、

そ
れ
と
同
じ
ス
タ
イ

ル
で
桓
公
二
年
・
荘
公
十
二
年
の
俸
に
見
え
る
孔
父

・
仇
牧
ら
は
、
任
侠
的
行
震
か
ら
君
主
と
命
を
共
に
し
、
叉
そ
れ
故
「
賢
」
と
稿
さ
れ
た

が
、
そ
こ
に
現
れ
た
君
臣
関
係
は
、
君
と
臣
の
パ

ー
ソ
ナ
ル
な
結
合
で
あ
り
、

『
公
羊
俸
』
は
か
か
る
君
臣
関
係
を
讃
美
す
る
。
例
〔
N
〕
で

越
盾
の
行
筋
を
是
認
で
き
な
い
の
も
、

於
い
て
、
君
主
が
殺
さ
れ
た
場
合
、

『
公
羊
停
』
が
志
向
す
る
君
臣
関
係
に
反
す
る
か
ら
で
あ
る
。
心
情
的
結
合
を
主
と
す
る
君
主
関
係
に

。
心
情
的
に
。
何
ら
か
の
行
動
を
と
る
べ
き
で
あ
り
、
そ
こ
に
は

「
越
寛
」
な
ど
と
い
う
法
規
定
は
問
題

外
と
な
る
こ
と
は
首
然
で
あ
る
。

『
公
羊
体
』
に
比
し
、
『
左
俸
』
は
心
情
的
結
合
に
つ
い
て
よ
り
淡
白
な
態
度
を
と
る
。
例

〔
I
〕、

例
〔
W
〕
で
見
ら
れ
た

『左
前
開
』
の
即

事
評
債
は
そ
れ
を
物
語
る
が
、
今
新
た
に
、
多
左
博
的
世
界
。
の
賢
人
が
、

殺
害
さ
れ
た
君
主
を
前
に
し
て
述
べ
た
言
葉
を
開
設
け
よ
う
。



〔

X〕

夏
五
月
乙
亥
、
斉
雀
符
棋
其
君
光
。

夏
四
月
、
果
斜
其
君
僚
。

(袈
公
二
十
五
年
・

経
)

〔刃〕

(昭
公
二
十
七
年
・
綬
〉

一
つ
は

〔X
〕
の
宵
園
の
お
家
騒
動
で
あ
る
。
宵
君
の
死
を
聞
い
て
駆
け
付
け
た
賢
相
長
子
と
、

そ
の
供
者
の
曾
話
は
次
の
如
き
も
の
で

あ
っ
た
。其

人
日
死
乎
。
日
濁
吾
君
也
乎
哉
、
吾
死
也
。
日
行
乎
。
日
吾
罪
也
乎
哉
、
吾
亡
也
。

そ
し
て
、

妻
子
は
最
後
に
次
の
様
に
言
う
。

君
民
者
、
量
以
陵
民
、
社
稜
是
主
。
臣
君
者
、
山
一
旦
鶏
口
寅
、
社
理
是
養
。
故
君
震
祉
覆
死
、
則
死
之
、
震
社
理
亡
、
則
亡
之
。
若
魚
己
死

而
魚
己
亡
、
非
其
私
暗
、
誰
敢
任
之
。
且
人
有
君
而
獄
之
、
吾
荒
得
死
之
、
而
荒
得
亡
之
。

長
子
の
こ
の
態
度
を
、
『
左
俸
』
は
呉
季
札
に
も
と
ら
せ
る
。
〔
刃
〕
の
果
関
鹿
の
君
主
殺
害
事
件
で
あ
る
。

(
季
札
日
〉
有
先
君
無
康
紀
、
民
人
無
底
主
、
社
覆
有
奉
、
園
家
無
傾
、
乃
吾
君
也
。
吾
誰
敢
怨
。
哀
死
事
生
、
以
侍
天
命
。
非
我
生
靴
、

立
者
従
之
、
先
人
之
道
也
。
(
昭
公
二
十
七
年
・

『左
停
』
)

(袈
公
二
十
五
年
・
『
左
侍
』
〉
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共
通
す
る
、
長
子
と
季
子
の
簡
貨
の
中
に
は
、
君
臣
の
心
情
的
結
合
は
希
薄
で
あ
り
、
態
度
は
よ
り
現
質
的
、
合
理
的
で
あ
る
。
現
賓
と
は

園
家
安
定
の
現
買
で
あ
り
、
そ
の
魚
に
合
理
的
に
結
合
し
た
君
臣
関
係
と
言
え
る
。
郎
事
許
債
を
そ
の
特
徴
と
す
る
『
左
停
』
の
現
質
的
、
合

@
 

理
的
思
考
を
端
的
に
表
す
。

四

漢
代
公
羊
皐
と

『左
停
』

公
羊
皐
は
、

漢
代
に
至
り
董
仲
野
を
中
心
と
し
て
新
た
な
展
開
を
呈
す
る
。

『公
羊
侮
』

そ
の
最
も
注
目
す
べ
き
も
の
は
災
異
設
の
出
現
で
あ
ろ
う
。
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〈
天
〉
の
観
念
す
ら
見
出
せ
な
い

@
 

る
。
董
仲
街
の
思
想
に
つ
い
て
は
従
来
多
く
の
研
究
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、

に
あ
っ
て
は
、

天
と
人
と
の
相
開
か
ら
導
き
出
さ
れ
る

災
異
説
は
存
在
し
な
か

っ
た
の
で
あ

@
 

と
り
わ
け
重
津
俊
郎
氏
「
董
仲
許
研
究
」
は
秀
れ
て
示
唆
に
富
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む
。
以
下
、
董
仲
討
の
災
異
説
に
つ
き
、
重
岬
伴
氏
の
こ
の
著
作
を
も
と
に
若
干
述
べ
て
お
こ
う
。

董
仲
討
は
、
自
然
の
異
常
現
象
の
大
小
を
異
と
災
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
天
語
、
天
威
と
す
る
令
春
秋
繁
露
』
必
仁
且
智
光

瑞
鮮
を
下
し
同
意
を
一示
す
場
合
も
あ
り
、

園
家
の
失
政
に
封

し
災
異
と
い
う
手
段
で
誕
告
を
援
す
る

(
向
、
必
仁
且
相
官
)
天
は
、

こ
れ
を

「受
命
之
符
」
と
言
う

(
董
仲
好
山内)。

こ
の
災
異
設
の
前
提
と
し
て
は

人
間
の
中
に
小
宇
宙
を
投
影
し
、
そ
こ
に
人
と
天
の
相
関
を
認
め
る
天
人
相
闘
の
観
念
が
存

し

(
『春
秋
繁
露
』
人
副
天
敬
)
、

天
と
人
と
は
陰
陽
を
原
理
と
し
て
感
謄
し
合
う

(
同
、
人
副
天
数
)
。

天
人
相
闘
の
親
念
か
ら
出
渡
し
そ
こ
に
陰

陽
、
さ
ら
に
は
五
行
読
を
付
加
し
、
天
人
感
躍
を
読
き
構
成
さ
れ
た
こ
の
災
異
設
は
、

君
主
権
抑
制
の
震
に
用
意
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
直
接

的
に
は
天
と
君
主
の
相
関
を
説
く
こ
と
よ
り

一脚
性
を
帯
び
た
天
と
同
様
、
君
主
も
神
性
を
保
持
す
る
こ
と
を
要
す
る
(
問
、
離
合
根
)
。
故
に

@
 

「
君
主
の
作
魚
に
神
秘
的
な
呪
術
の
能
動
性
が
あ
る
」
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
董
仲
釘

董
仲
釘
に
於
け
る
君
主
は
紳
秘
的
存
在
で
あ
り
、

の
災
異
設
は
、
か
く
神
秘
的
色
彩
を
多
分
に
内
包
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
董
仲
時間
以
後
、
災
異
設
は
預
言
的
な
も
の
へ
と
愛
化
し
超
人
間
傾

奉

・
李
尋
ら
、

『
漢
書
』
は
こ
れ
ら
預
言
設
を
説
く
皐
者
の
停
を
各
七
五
に
記
載
す
る
。
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向
は
よ
り
濃
厚
と
な
る
。
第
一
章
で
燭
れ
た
、
昭
帝
元
鳳
年
間
の
自
然
現
象
か
ら
宣
帝
即
位
を
預
言
し
た
畦
弘
を
始
め
、
夏
侯
勝

・
京
房
・

翼

自
然
現
象
と
人
事
の
有
機
的
連
闘
を
主
張
し
、
神
秘
的
色
彩
を
内
包
す
る
漢
代
公
羊
摩
に
つ
き
、
先
皐
の
研
究
を
基
に
し
て
概
観
し
-
た
が
、

次
に
本
節
の
主
目
的
で
あ
る

『左
傍
』
と
の
比
較
、

『
左
傍
』
に
於
け
る
人
事
と
自
然
現
象
に
つ
い
て
考
え
た
い
。
こ
こ
で
も
『
左
停
』
の
代

表
的
賢
人
子
産
の
言
動
を
穆
げ
よ
う
。

〔苅
〕

昭
公
十
七
年
、
琴
星
が
大
辰
に
護
生
し
た
。
こ
の
現
象
に
開
し
、
宋
・
街
・
陳

・
鄭
の
諸
園
で
の
火
災
を
珠
言
す
る
者
が
い
た
。
鄭

で
は
稗
瑠
が
子
産
に
か
か
る
天
鎚
に
封
し
慮
置
を
と
る
べ
く
提
案
し
た
。
天
災
に
射
し
躍
躍
は
無
意
味
と
す
初
子
産
は
耳
を
貸
さ
な
い
。

果
し
て
明
年
、
鄭
に
火
災
が
起
る
。
料
商
ら
の
非
難
に
射
し
、
子
産
は
敢
然
と
言
う
に、

天
道
遠
、
人
道
遡
。
非
所
及
也
。
何
以
知
之
、
龍
鷲
知
天
道
、
是
亦
多
言
、
量
不
或
信
。

(
昭
公
十
八
年

・
『
左
停
』
〉

天
道
(
自
然
現
象
〉
と
人
道
〈
人
事
〉
に
距
離
を
置
き
、

天
道
を
人
知
の
及
ぶ
所
で
は
な
い
と
す
る
こ
の
子
産
の
言
葉
は
、
一
柳
秘
的
致
一言
、
祭



組
を
小
説
的
に
多
分
に
含
む
『
左
俸
』
に
あ
っ
て
は
、
特
殊
な
も
の
と
見
え
る
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、
天
と
人
と
を
合
一
の
も
の
と
は
せ

ず
、
人
聞
を
硯
黙
の
中
心
に
置
き
、
全
て
の
祭
記
は
人
聞
を
中
心
と
し
て
行
な
わ
れ
る
と
の
思
考
は
、

『
左
停
』
の
随
所
に
散
見
す
る
。

夫
民
神
之
主
也
。
是
以
聖
王
先
成
民
、
後
致
力
於
神
。

祭
杷
以
魚
人
也
、
民
神
之
主
也
。

民
之
所
欲
、
天
必
従
之
。

(桓
公
六
年
)

(
俸
公
十
九
年
〉

(昭
公
元
年
〉

か
か
る
人
間
中
心
の
思
考
、
覗
黙
が
人
聞
に
置
か
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
人
事
を
よ
り
身
近
な
も
の
と
し
て
重
視
す
る
子
産
の
態
度
に

繋
が
る
も
の
と
い
え
る
。
さ
ら
に
人
事
が
現
質
で
あ
る
以
上
、
現
質
重
視
の
思
考
を
も
つ
も
の
で
あ
ろ
う
。

『
左
俸
』
の
も
つ
印
事
許
慣
が
内

包
す
る
現
質
重
親
、
合
理
的
思
考
が
自
然
現
象
と
人
事
の
関
係
に
於
い
て
も
現
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

以
上
、
本
章
で
は
『
左
俸
』
と
『
公
羊
停
』
の
思
想
を
郎
事
評
債
と
卸
情
評
債
に
区
別
し
、
そ
の
劉
時
を
い
く
つ
か
の
側
面
か
ら
考
え
て
み

た
。
か
か
る
相
違
を
も
っ
雨
俸
が
、
買
は
西
漢
後
半
期
の
政
治
と
深
く
閲
り
を
持
つ
と
云
う
こ
と
で
あ
る
。
左
氏
皐
撞
頭
は
、

有
す
る
上
述
の
特
徴
と
嘗
時
の
政
治
の
趨
勢
か
ら
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。
親
黙
は
歴
史
の
流
れ
の
上
に
移
る
。

『
左
惇
』
の
具
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第
三
章

西
漢
後
半
期
の
政
治
と
春
秋
皐

宣
帝
以
降
、
左
氏
皐
の
地
位
が
公
羊
皐
の
相
封
化
と
共
に
漸
次
向
上
し
始
め
る
と
い
う
こ
と
は
第
一
章
で
指
摘
し
た
。

か
か
る
現
象
は
嘗
時

の
政
治
的
風
潮
が
大
き
く
閲
興
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
宣
帝
期
以
降
、
如
何
な
る
嬰
化
が
政
治
史
上
に
起
こ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
最

初
に
翠
げ
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
宣
帝
即
位
に
か
け
て
の
混
凱
で
あ
る
。

宣

帝

の

即

位
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武
帝
に
は
後
の
昭
帝
を
含
め
六
人
の
子
が
あ
っ
た
。
本
来
、
長
子
の
戻
大
子
が
皇
位
を
継
承
す
べ
き
で
あ
っ
た
が
、
亙
挫
の
飢
で
菟
罪
に
死
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し
、
賛
王
、
目
白
邑
王
は
早
世
し
、

燕
王
、
贋
陵
王
は
不
宵
の
子
で
あ
る
が
魚
、

大
司
馬
大
賂
軍
と
な
り
、
内
朝
を
基
盤
に
政
権
を
掌
握
す
る
。
昭
帝
即
位
で

一
段
落
が
着
い
た
と
思
え
た
皇
位
縫一
広
は
、
昭
帝
4

人
折
に
よ
り
再

末
子
弗
陵
(
昭
帝
)
に
皇
位
が
一
諮
問
ら
れ
る
。

そ
の
折
、

定
光
が

び
混
飢
を
曇
す
。
王
子
の
無
い
昭
帝
の
後
嗣
は
行
動
に
依
陥
の
あ
る
康
陵
王
よ
り
も
、
昌
邑
王
将
の
子
賀
が
適
任
と
さ
れ
た
。
そ
こ
に
は
、
在

光
の
意
見
、
か
興
る
こ
と
大
で
あ
っ

た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
か
、

京
光
の
行
魚
の
理
論
的
裏
付
け
と
な
っ
た
郎
官
の
言
葉、

周
太
王
駿
太
伯
立
王
季
、
文
王
合
伯
邑
考
立
武
王
。
唯
在
所
宜
、
雌
慶
長
立
少
可
也
。
虞
陵
王
不
可
以
承
宗
廟
。

(荏
光
侍
)

か
く
混
乱
の
中
で
擁
立
さ
れ
た
昌
邑
王
賀
に
も
、
行
動
の
難
貼
か
ら
問
題
が
生
じ
、

だ
皇
帝
に
霊
光
自
身
が
引
導
を
渡
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
皮
肉
に
遭
遇
す
る
。

に
は
注
目
し
て
お
き
た
い
。

や
が
て
雀
光
は
自
己
の
選
ん

「
漢
書
』

は
そ
の
時
の
光
の
言
葉
を
次
の
如
く
記
す
。

光
謝
目
、

王
行
自
絶
於
天
、
臣
等
驚
怯
、
不
能
殺
身
報
徳
。
臣
寧
負
王
、

不
敢
負
枇
壊
。

(産
光
侍
)

か
く
し
て
宣
帝
が
即
位
す
る
。
そ
こ
に
は
先
の
悲
劇
の
皇
太
子
畏
大
子
の
孫
が
他
な
ら
ぬ
こ
の
宣
帝
で
あ
っ
た
と
い
う
も
う
一
つ
の
皮
肉
が

と
こ
ろ
で
、
武
帝
死
後
か
ら
宣
帝
即
位
に
か
け
て
、

か
く
二
料
三
鞘
す
る
皇
位
滋
承
は
、
公
羊
同学涯
に
と
っ
て
積
極
的
に
支
持
で
き
る
も
の
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介
在
し
た
の
で
あ
る
が
。

で
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
何
故
な
ら
ば
前
章
三
で
検
討
し
た
如
く

『
公
羊
体
』

は
王
位
縫
承
に
つ
い
て
は
強
い
原
則
主
義
に
立
ち
、

そ
の
屈

折
に
射
し
強
い
非
難
を
加
え
る
か
ら
で
あ
る
。
先
例
の
正
光
の
行
震
に
理
論
的
根
披
を
興
え
た
郎
官
の
言
葉
は
、
皇
位
継
承
が
能
力
主
義
に
基

づ
い
て
行
な
わ
れ
る
こ
と
を
是
認
す
る
も
の
に
他
な
ら
ず
、
こ
の
立
場
は
、
先
に
検
討
し
た
『
左
俸
』
に
見
ら
れ
た
思
考
な
の
で
あ
る
。
か
か

る
意
味
で
宣
帝
即
位
に
至
る
皇
位
継
承
の
混
乱
は
、
公
羊
開
学
一
次
の
後
退
と
左
氏
周ナ一次
の
撞
頭
を
生
む
一
つ
の
契
機
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

第
一
章
で
ふ
れ
た
昭
帝
期
に
於
け
る
公
羊同
学
者
陛
弘
の
上
奏
文
に
、

『左
博』

の
存
在
が
確
認
で
き
る
の
も
、

か
か
る
経
緯
の
上
に
立
つ
も
の

と
理
解
し
た
い
。

宣
帝
期
の
公
羊
町
内
干
の
相
劉
化
の
原
因
は
、
公
羊
同学
が
宣
帝
擁
立
の
思
想
的
基
盤
た
り
得
な
か
っ
た
こ
と
の
他
に
、

め
ら
れ
る
。
即
ち
そ
れ
は
、
宣
帝
の
祖
父
戻
大
子
が
穀
梁
撃
の
方
に
興
味
が
あ
り
、

宣
帝
個
人
の
問
題
に
も
求

そ
こ
か
ら

宣
帝
も
穀
梁
祭
に
傾
い
て
い
っ
た
こ
と
で
あ



ヲ
ヤ
甘
露
三
年
、
公
羊
皐
と
並
び
穀
梁
皐
も
拳
官
に
樹
立
さ
れ
、
公
羊
皐
は
よ
り
相
劉
的
地
位
に
立
た
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
次
に
、

即
位
し
た
宣
帝
の
後
、
西
漢
後
半
期
の
政
治
鎧
制
が
『
左
俸
』
を
受
容
す
る
方
向
に
向
か
っ
た
こ
と
を
検
討
し
よ
う
。

か
く
し
て

皇
帝
擢
の
饗
容

武
帝
の
死
後
、

震
光
が
昭
帝
を
補
佐
す
る
役
目
に
就
い
て
、
漢
帝
閣
の
政
治
機
関
は
内
朝
と
外
朝
に
二
分
さ
れ
展
開
す
る
。
内
朝
は
向
書
の

職
を
勢
力
基
盤
と
し
、
本
来
権
力
の
皇
帝
集
中
を
目
的
に
形
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
や
が
て
皇
帝
か
ら
遊
離
し
て
貫
擢
を
奪
い
濁
立
し
た
権

力
を
保
持
し
始
め
る
。
宣
帝
期
の
外
威
、
許
氏
・
史
氏
、
元
帝
・
成
帝
期
の
石
額
、
外
戚
王
氏
ら
が
そ
の
例
で
あ
り
、
外
戚
停
、
倭
掌
停
、
王

@
 

商
俸
に
そ
の
経
緯
が
詳
述
さ
れ
、
多
く
の
先
同容
の
研
究
が
あ
る
。マ〈
外
朝
に
あ
っ
て
も
豪
族
居
の
設
展
に
伴
い
豪
家
出
身
者
が
官
僚
と
な
る
現

⑪
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象
が
生
じ
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
内
朝
・
外
朝
勢
力
は
共
に
皇
帝
権
の
抑
制
に
向
い
、
皇
帝
樫
は
名
目
化
、
弱
怯
化
が
促
進
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
皇
帝
権
の
弱
瞳
化
は
、
皇
帝
観
の
饗
化
、
皇
帝
と
官
僚
の
闘
係
の
饗
質
を
招
き
、
そ
こ
に
左
氏
翠
撞
頭
の
風
潮
が
存
す
る
と
考
え
ら
れ
る

の
で
あ
る
。
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ま
ず
皇
帝
観
の
鑓
化
と
は
、
こ
れ
ま
で
呪
術
性
を
も
ち
神
秘
的
存
在
と
と
ら
え
ら
れ
て
い
た
皇
帝
を
、
現
質
的
規
範
で
以
て
規
制
す
る
方
向

に
向
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
元
帝
期
、
貢
百
円
に
よ
り
提
言
さ
れ
た
宗
廟
改
革
運
動
が
そ
の
具
鐙
的
な
も
の
と
し
て
翠
げ
ら
れ
る
。
運
動
の
内
容

@
 

①
天
子
七
廟
制
を
ふ
ま
え
た
殿
廟
、
不
毅
廟
の
整
理
、
に
分
け
ら
れ
、
②
は
永
光
四
年
、
鹿
止
さ
れ

を
大
略
す
る
と
、

②
郡
園
廟
の
慶
止
、

る
。
郡
園
廟
に
つ
い
て
は
、
そ
の
設
置
の
目
的
を
元
帝
は
、

往
者
天
下
初
定
、
遠
方
未
賓
、
因
嘗
所
親
以
立
宗
廟
、
蓋
建
威
錆
萌
、

@
 

と
述
べ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
板
野
長
八
氏
が
指
摘
さ
れ
る
如
く
、
組
宗
の
神
霊
の
加
護
に
よ
り
漢
の
権
威
を
確
立
し
天
下
の
諸
家
を
結
合
し
、

皇
帝
の
神
秘
的
権
威
を
浸
透
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
故
、
郡
園
廟
底
止
は
、
一
神
秘
主
義
的
皇
帝
権
が
後
退
し
、
皇
帝
を
古
躍
で
規
制
し

始
め
た
こ
と
を
示
す
。
こ
の
こ
と
は
、
同
時
期
の
帝
陵
徒
遷
の
底
止
に
よ
っ
て
も
確
認
で
き
る
の
で
あ

h
。

一
民
之
至
権
也
。

〈奪
玄
成
停
)
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皇
帝
の
神
権
政
治
の
後
退
は
、
皇
帝
権
の
弱
睦
化
が
生
み
出
し
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
武
帝
期
に
打
ち
出
さ
れ
元
帝
期
に
確
固
た
る
も
の
と

@
 

な
っ
た
儒
穆
一
傘
の
風
潮
が
、
皇
帝
権
を
儒
家
の
膿
的
規
範
に
中
ら
し
め
た
こ
と
に
も
起
因
す
る
。
そ
し
て
こ
れ
は
、
神
様
政
治
の
イ
デ
オ
ロ

ギ
ー
と
な

っ
て
い
た
滋
代
公
羊
皐
の
後
退
を
意
味
す
る
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
儒
間
学
一
傘
の
風
潮
が
、
そ
の
儒
皐
の
中
心
的
地
位
を
占
め

て
い
た
漢
代
公
羊
皐
の
呪
術
性
へ
の
逸
脱
を
規
制
し
始
め
た
の
で
あ
る
。

こ
の
公
羊
皐
の
相
劉
化
に
伴
い
春
秋
祭
の
内
部
で
左
氏
与
が
接
頭
し

て
き
た
。
前
章
四
で
指
摘
し
た
如
く
、

『左
俸
』
は
天
人
相
閲
読
を
読
き
紳
秘
的
色
彩
を
含
む
漢
代
公
羊
皐
に
封
し、

よ
り
現
質
的
、
人
間
中

心
的
思
考
を
保
持
し
、
そ
こ
に
漠
代
公
羊
皐
と
の
針
置
が
認
め
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
針
立
は
、

①
の
宗
廟
整
理
に
於
い
て
、

よ
り
目
六

般
的
に
、
叉
別
の
方
向
か
ら
看
取
で
き
る
。

@
 

七
閥
制
は

『睦
記
』
「
穀
梁
侍
』
に
明
文
が
あ
る
が
、
七
廟
の
中
で
こ
れ
を
恒
久
的
に
残
す
瑚
(
不
致
閥
)
と
す
る
か
は
、

明
確
な
瞳
規
定
の

飲
如
か
ら
卒
帝
期
に
至
る
ま
で
長
く
尾
を
引
く
。

『
漢
書
』

意
玄
成
停
か
ら
こ
の
経
過
を
略
述
す
る
と
次
の
様
な
こ
と
で
あ
る
。

大
組
閣
(高
帝
胸
〉
、
太
宗
閥
(
文
帝
廠
)
を
不
段
廟
に、

以
下
は
身
近
な
も
の
か
ら
五
胸
を
と
り
迭
段
す
る
旨
を
上
奏
し
奏
可
さ
れ
る
。
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貢
同
の
上
奏
を
基
に
宗
閥
整
理
が
再
議
さ
れ
、
主
玄
成

・
許
嘉

・
予
忠

・
晋
ノ
更
始
ら
の
意
見
が
出
さ
れ
た
が
、
そ
れ
ら
を
ま
と
め
章
玄
成
がの

五
闘
と
は
、

景
帝

・
武
帝

・
昭
帝

・
宣
帝
の
四
刷
と
皇
考
瑚
で
あ
る
。
皇
考
閥
と
は
宣
帝
の
父
史
皇
孫
の
胸
で
あ
る
が
、
宣
帝
は
傍
系
で
あ
る

が
矯
こ
れ
を
五
刷
の
中
に
入
れ
る
こ
と
は
問
題
と
な
る
と
こ
ろ
で
あ

っ
た
。
果
し
て
予
更
始
ら
は
、

上

序
於
昭
穆
、
非
正
躍
、
宜

「
皇
考
廟
、

段
L.. 

と
主
張
し
た
の
で
あ
る
。

章
玄
成
の
上
奏
で

一
時
牧
拾
を
み
た
宗
閥
整
理
の
問
題
は
京
帝
期
に
至
り

武
帝
廟
の
と
り
扱
い
で
再
然
す

る
。
武
帝
廟
を
世
宗
廟
と
し
て
不
段
刷
に
す
る
こ
と
は
、
先
の
元
帝
期
に
提
言
さ
れ
認
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
影
宣
・
澗
昌
・
左
威
ら
は
毅

閥
と
し
、
主
玄
成
の
奏
言
に
そ
っ
て
迭
鮫
植
を
定
め
る
べ
く
意
見
し
た
。
皇
考
廟
を
五
闘
の

一
つ
に
入
れ
る
な
ら
、
孝
昭

・
皇
考

・
孝
宣

・
孝

元

・
考
成
の
そ
れ
ぞ
れ
が
五
閥
と
な
り
武
帝
期
は
「
親
壷
」
に
該
嘗
す
る
。

し
か
る
に
こ
こ
で
劉
散
は
、
延
々
と
武
帝
の
功
業
を
力
説
し
、
世

宗
閥
と
し
不
投
胸
に
す
る
こ
と
を
奏
言
し
た
。
飲
は
叉
、
予
更
始
と
同
じ
く
皇
考
腐
を
認
め
な
い
。
そ
し
て
そ
の
方
向
か
ら
も
武
帝
廟
は
不
投

廟
と
な
る
の
で
あ
る
。
結
局
、
散
の
提
案
は
認
可
さ
れ
る
。



宗
廟
整
理
の
経
過
は
右
の
如
き
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
予
更
始
・
劉
散
と
彰
宣
・
満
昌
・
左
威
ら
の
封
立
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
た

い
。
皐
汲
の
上
か
ら
み
る
と
、
ヰ
ア
更
始
・
劉
散
は
左
氏
皐
を
聞
学
ん
だ
者
で
あ
り
、
彰
宣
ら
は
公
羊
皐
が
そ
の
基
盤
と
す
る
膏
皐
系
の
人
々
な
の

@
 

で
あ
る
。
こ
の
劉
立
は
、
既
に
藤
川
正
数
氏
に
よ
り
着
目
さ
れ
て
い
る
が
、
今
、
私
は
こ
れ
を
次
の
如
く
考
え
た
い
。
左
氏
皐
汲
が
皇
考
廟
の

設
置
を
認
め
ず
、
武
帝
廟
を
不
段
廟
と
す
る
主
張
、
そ
れ
は
心
情
重
視
主
義
と
原
則
主
義
に
立
つ
『
左
俸
』
の
現
質

的
、
合
理
的
な
思
考
の
投
影
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
現
寅
中
心
の
郎
事
思
考
は
、
宣
帝
の
功
業
を
認
め
つ
つ
そ
れ
を
宣
帝
に
限
る
。
つ
ま
り
、

『
公
羊
俸
』
に
射
す
る

現
賓
の
功
業
は
宣
帝
に
の
み
蹄
せ
ら
れ
る
の
で
あ
り
、

「
父
鶏
士
、
子
篤
天
子
、
祭
以
天
子
」
(
戻
太
子
侍
〉
の
考
え
で
設
置
さ
れ
た
皇
考
廟
を

「
父
焦
土
、
:
:
:
」
の
主
張
は
、
「
母
以
子
貴
」ハ
『
公
羊
停
』
際
公
元
年
)
の
思
考
に
通
ず
る
も
の
で
あ
り
、
肉
親
の
情
を
多
大
に
評

債
し
、
そ
れ
が
現
質
的
地
位
を
凌
駕
す
る
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。
ま
た
武
帝
廟
を
不
駿
廟
と
す
る
こ
と
は
、
武
帝
の
功
業
を
多
大
に
評
慣
す

る
こ
と
を
意
味
し
、

刀
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こ
れ
は
王
位
纏
承
に
於
け
る
柔
軟
な
姿
勢
の
中
で
看
取
さ
れ
た
『
左
俸
』

の
も
つ
能
力
主
義
の
上
に
立
つ
も
の
で
あ
ろ
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ぅ
。
以
上
、
皇
帝
擢
の
嬰
容
を
皇
帝
観
の
嬰
化
か
ら
見
た
が
、
衣
に
こ
れ
を
皇
帝
と
官
僚
の
関
係
か
ら
検
討
し
よ
う
。

漢
代
官
僚
制
に
つ
い
て
は
、
西
嶋
定
生
氏
に
よ
り
提
起
さ
れ
、
守
屋
美
都
雄

・
増
淵
龍
夫
氏
ら
が
加
わ
っ
た
所
謂
「
主
客
論
争
」
を
代
表
と

し
て
、
先
皐
の
多
大
な
研
究
成
果
を
得
て
い
る
。
そ
し
て
そ
こ
か
ら
任
侠
的
習
俗
と
い
う
問
題
が
大
き
く
脚
光
を
浴
び
て
き
た
。
漢
帝
園
を
任

侠
的
習
俗
と
い
う
事
柄
で
以
て
考
え
る
こ
と
に
は
、
未
だ
蔑
さ
れ
た
問
題
が
数
多
く
あ
る
が
、
任
侠
的
秩
序
が
西
漢
初
期
の
社
舎
を
大
き
く
規

定
し
て
い
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
例
え
ば
、
『
史
記
』
に
散
見
し
理
想
的
人
間
像
と
し
て
描
か
れ
た
「
長
者
」
と
は
、
任
侠
的
気
風
を
保

@
 

持
す
る
者
で
あ
旬
、
官
僚
任
用
の
一
般
的
基
準
と
な
る
「
賢
」
な
る
観
念
に
は
、
任
侠
的
気
風
が
多
分
に
含
ま
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
か
く
西

漢
初
期
に
風
麻
酔
し
た
任
侠
的
気
風
は
西
漢
初
期
の
官
僚
の
中
に
多
分
に
看
取
で
き
、
皇
帝
と
官
僚
は
任
侠
と
い
う
紐
帯
で
個
人
的
に
結
合
し
て

い
た
と
解
ぜ
ら
れ
る
。
高
祖
集
圏
を
形
成
し
た
官
僚
た
ち
(
滞
何
・
曹
参
・
滋
嬰
・
周
亜
夫
)
を
始
め
と
し
て
、
こ
の
結
合
は
武
帝
期
ま
で
纏
績
し

@
 

て
い
た
と
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

武
帝
に
劉
し
、
直
言
を
樺
ら
ず
し
ば
し
ば
そ
の
怒
り
を
か
っ
た
汲
賠
は
、
ま
さ
に
任
侠
の
士
の
代
表
で
あ
り
、

@
 

武
帝
期
に
活
躍
し
た
東
方
朔
、
司
馬
相
如
な
ど
所
謂
「
ブ
レ
ー
ン
・
ト
ラ
ス
ト
L

と
な
っ
て
い
た
グ
ル
ー
プ
は
、
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任
侠
的
気
風
を
多
分
に
備
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ぇ
、
武
帝
と
パ

ー
ソ
ナ

ル
な
閲
係
で
結
ば
れ
て
い
た
と
考
え
て
よ
い
。
そ
し
て
、

漢
初
に
『
公
羊
侍
』
が
春
秋
祭
に
於
い
て
第
一
位
の
地
位
を

占
め
た
の
は

か
か
る
時
代
的
風
潮
の
上
に
立
つ
も
の
と
い
え
よ
う
。

前
章
で
繰
、遅
し
述
べ
た
様
に

心
情
重
視
を
基
と
す
る

『
公
羊
俸
』

は
、
と
り
わ
け
、
任
侠
的
行
筋
の
雄
讃
を
惜
し
ま
な
い
か
ら
で
あ
る
。

『
公
羊
体
』
が
志
向
し
た
君
臣
閲
係
と
は
、

君
臣
の
心
情
的
結
合
で
あ

り
、
萄
息
・
孔
父
ら
に
興
え
た
讃
隊
で
あ
る
「
賢
」
は
、
漢
初
の
官
僚
の
理
想
像
と
さ
れ
た
「
賢
」
と
一
致
す
る
の
で
あ
る
。

し
か
る
に
、

西
漢
後
半
期
に
於
い
て
は
君
臣
関
係
に
鑓
化
が
生
じ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
原
因
は
、

一
に
は
皇
帝
櫨
の
鎚
化
に

一
一
は
紐

併
の
喪
失
に
、

一
は
官
僚
任
用
の
方
法
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
皇
帝
権
の
嬰
化
と
は
、
本
節
の
始
め
で
辿
ベ
た
皇
帝
権
の
名
目
化
、
弱

皇
帝
個
人
と
直
結
す
べ
き
内
朝
が
皇
帝
か
ら
遊
離
し
始
め
た
の
で
あ
り
、

昌
邑
王
陵
位
に
首
つ
て
の
程
光
の
言
辞
「
臣
寧
負

臨
化
で
あ
る
。

玉
、
不
敢
負
祉
税
」
に
は
そ
の
端
緒
が
窺
え
る
。
紐
州
市
の
喪
失
と
は
、

西
漢
末
に
か
け
て
の
遊
侠
の
気
風
の
一衰
退
で
あ
る
。
遊
侠
体
質
で
班
固

@
 

は
、
西
棋
末
の
そ
の
衰
退
、
堕
落
を
述
べ
、
体
文
中
に
登
場
す
る
任
侠
の
土
に
も
そ
れ
が
現
れ
て
い
る
。
任
侠
の
気
風
の
衰
退
し
た
下
で
、
任
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侠
精
神
は
官
僚
の
内
面
で
も
希
務
と
な
り
、
任
侠
と
い
う
紐
締
で
結
ば
れ
て
い
た
結
合
が
弛
緩
す
る
の
も
や
圃
然
で
あ
ろ
う
。
任
侠
精
一
紳
の
衰
退

の
原
因
は
、
多
岐
に
わ
た
り
求
め
ら
れ
る
が
、
武
帝
期
の
儒
四
四千
官
準
化
が
西
漢
後
半
期
に
ほ
ぼ
確
立
し、

礎
教
主
義
的
色
彩
が
強
く
な
っ

た
こ

と
が
そ
の
大
き
な
要
素
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
儒
感
官
率
化
は
、
官
僚
任
用
の
方
法
に
饗
化
を
も
た
ら
せ
た
の
で
あ
る
。

葦
仲
以前
に
よ
り
提
言
さ
れ
た
儒
皐
官
準
化
は
、

@
 

る
。
後
者
は
元
朔
五
年
、
公
孫
弘
の
上
奏
に
よ
り
法
制
化
さ
れ
こ
こ
に
選
穆
は
射
策
科
が
設
け
ら
れ
、
試
験
制
度
に
よ
り
官
吏
が
任
用
さ
れ
る

シ
ス
テ
ム
が
始
ま
る
。
シ
ス
テ
ム
は
、
元
・
成
帝
期
に
ほ
ぼ
定
着
し
、
官
吏
と
な
る
に
は
摩
聞
が
必
要
と
さ
れ
、
博
士
弟
子
員
を
経
て
試
験
に

@
 

よ
る
任
用
の
方
法
が
主
流
と
な
っ
た
。

二
つ
の
要
素
に
分
類
で
き
る
。

一は、

儒
皐

一
傘
で
あ
り

一は
儒
家
官
僚
の
任
用
で
あ

こ
れ
が
官
僚
と
皇
帝
の
闘
係
に
嬰
化
を
興
え
た
と
考
え
ら
れ
る
。

@
 

が
、
郎
官
の
濯
穆
は
従
来
、
任
子
に
よ
っ
て
選
ば
れ
る
場
合
が
多
く
、
血
縁
関
係
に
基
盤
を
置
く
こ
の
任
子
は
、
皇
帝
と
官
僚
の
パ
ー
ソ
ナ
ル

@
 

な
閥
係
を
血
縁
者
に
鞠
移
す
る
こ
と
に
よ
り
維
持
し
易
い
も
の
で
あ

っ
た
。

こ
れ
に
封
し
、
儒
皐
を
皐
び
試
験
と
い
う
合
理
的
な
方
法
で
選
出

さ
れ
た
官
僚
と
皇
帝
の
関
係
は
、

任
侠
と
い
う
精
紳
的
紐
帯
で
結
ば
れ
て
い
た
個
人
的
な
そ
れ
と
は
遠
い
、
よ
り
合
理
的
、
現
質
的
な
、

い
わ

高
扱
官
僚
は
郎
官
出
身
者
が
多
レ



ば
タ
ド
ラ
イ
。
な
関
係
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
皇
帝
擢
の
名
目
化
、
任
侠
の
気
風
の
衰
退
が
、
共
に
か
か
る
関
係
を
志
向
す
る
こ
と
も
十
分
考

え
得
る
こ
と
で
あ
る
。

以
上
の
様
な
西
漢
後
半
期
の
君
臣
閥
係
の
蟹
質
が
、
左
氏
皐
の
撞
頭
を
受
容
し
た
と
考
え
た
い
。
前
章
で
検
討
し
た
如
く
、
『
左
惇
』
の
志

向
す
る
君
主
関
係
は
、
ま
さ
に
こ
の
君
臣
の
現
質
的
、
合
理
的
な
関
係
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
本
節
で
は
、
左
氏
皐
の
撞
頭
を
皇
帝
擢
の
嬰
容
と

結
び
つ
け
て
考
え
た
が
、
次
節
で
は
吏
治
と
関
係
さ
せ
て
検
討
し
よ
う
。

吏
治
l
酷
吏
と
循
吏

本
節
で
取
扱
う
吏
治
と
は

具
瞳
的
に
は
酷
吏
と
循
吏
の
問
題
で
あ
る
。

酷
吏
は
西
漢
武
帝
期
に
活
躍
し

刑
法
志
賛
は
そ
の
盛
行
を
記

す
。
し
か
る
に
宣
帝
期
以
後
、
吏
治
は
嬰
容
し
酷
吏
よ
り
も
循
吏
が
め
だ
っ
様
に
な
る
。
循
吏
俸
は
、
そ
の
大
部
分
が
宣
帝
期
以
後
の
人
で
あ

漢
世
良
吏
、
於
是
矯
盛
、
稽
中
興
荒
。
若
趨
庚
漢
、
韓
延
書
、
ヰ
ア
翁
師
、
巌
延
年
、
張
倣
之
属
、
皆
稽
其
位
。
然
任
刑
罰
、
或
抵
罪
誌
。

王
成
、
責
覇
、
朱
邑
、
費
途
、
鄭
弘
、
召
信
臣
等
所
居
民
富
、

失。
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り
、
班
固
は
そ
の
序
で
、

所
去
見
思
。

生
有
築
競
、

死
見
奉
記
。

此
康
康
庶
幾
徳
譲
君
子
之
遺
風

と
述
べ
る
。
と
こ
ろ
で
従
来
、
峻
酷
な
る
法
を
適
用
す
る
法
術
的
官
吏
を
酷
吏
と
し
、
寛
和
と
徳
治
を
主
と
す
る
儒
術
的
官
吏
が
循
更
で
あ
る

@
 

と
さ
れ
て
き
た
。

酷
吏
と
循
吏
を
か
く
解
穫
す
る
こ
と
は
確
か
に
正
鵠
を
射
た
も
の
と
言
え
る
が
、
循
吏
乃
至
良
吏
が
頻
出
し
た
と
さ
れ
る
宣
帝
期
に
、
中
興

@
 

之
租
と
稿
さ
れ
、
良
吏
を
推
稿
し
た
他
な
ら
ぬ
宣
帝
自
身
は
、
刑
罰
主
義
に
多
分
に
傾
い
た
の
で
あ
り
、
良
吏
と
稽
さ
れ
た
循
吏
的
官
吏
も
刑

「
皆
稿
其
位
、
然
任
刑
罰
」
と
述
べ
、
成
帝
・
京
帝
期
に
「
吏
師
」
と
さ
れ
た
丞
相
欝

罰
、
法
律
を
重
視
す
る
。
先
の
循
吏
俸
序
で
班
聞
は
、

595 

宣
・
朱
侍
ら
の
言
葉
、
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吏
道
以
法
令
鴛
師
、
可
問
而
知
、
及
能
興
不
典
、
自
有
賢
材
、
何
可
思
ナ
也
。

如
太
守
漢
吏
、
奉
三
尺
律
令
以
従
事
耳
、
亡
奈
生
所
言
聖
人
道
何
也
。

(醇
宣
停
)

(
朱
即
時
停
)

は
共
に
そ
れ
を
物
語
る
。
然
ら
ば
、
酷
吏
か
ら
循
吏
の
移
行
と
か
か
る
現
象
の
聞
の
阻
舶
は
如
何
に
解
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
問
題
の
解
明

の
鎚
は
、

や
は
り
酷
吏
と
循
更
の
性
格
に
内
在
す
る
で
あ
ろ
う
。
私
は
、
漢
代
の
酷
吏
と
循
吏
乃
至
良
吏
の
性
格
の
相
違
は
、
法
適
用
の
程
度

に
あ
る
の
で
は
な
く
、
法
適
用
の
方
法
に
あ
り
、

そ
こ
に
漢
代
の
酷
吏
と
循
吏
の
特
性
が
あ
る
と
考
え
る
。
以
下
か
か
る
推
測
を
具
鐙
的
に
述

ベ
、
そ
こ
に
公
羊
皐
と
左
氏
皐
の
封
立
が
介
在
す
る
こ
と
を
指
摘
し
た
い
。

武
帝
期
の
代
表
的
酷
吏
は
張
湯
で
あ
る
。

『
史
記
』
『
漢
書
』
な
ど
は
、
張
湯
を
代
表
と
す
る
酷
吏
の
特
徴
と
し
て
、
酷
吏
が
「
舞
文
巧
誌
」

⑪
 

「緩
深
故
之
罪
」
な
ど
と
怒
意
的
に
法
律
を
適
用
し
、
「
見
知
」
「
腹
誹
」
「
温
誹
」
な
ど
の
法
律
を
作
っ
た
こ
と
を
翠
げ
る
。
見
知
之
法
と

は
、
犯
罪
を
見
て
知
り
な
が
ら
見
の
が
し
た
罪
、
温
誹
と
は
誹
諺
罪
、
叉
腹
誹
と
は
、
心
の
中
で
誹
誘
し
た
罪
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
酷
吏
の

法
適
用
は
、
嘗
時
の
儒
皐
l
春
駄
公
羊
容
と
密
接
な
関
係
を
も
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
『
史
記
』
酷
吏
列
俸
に
は
酷
吏
と
儒
者
と
の
結
び

の
d

つ
き
を
一示
す
記
事
が
見
え
、
越
翼
は
『
廿
二
史
剖
記
』
で
「
漢
時
以
経
義
断
事
」
と
指
摘
す
る
。
こ
の
「
経
義
」
と
は
『
公
羊
俸
』
の
侍
義
|

た
ず

AV

「
春
秋
之
義
」
で
あ
り
、
そ
の
基
本
的
要
素
は
「
心
を
原
ね
て
罪
を
定
む
」
と
す
る
犯
罪
の
行
震
よ
り
動
機
を
重
視
す
る
主
観
主
義
的
法
解
樟

@
 

で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
前
章
一
で
述
べ
た
即
情
許
債
に
基
づ
き
心
情
重
視
の
立
場
を
と
る
『
公
羊
停
』
の
理
念
が
漢
に
継
承
さ
れ
て
い
る
こ
と

- 88ー

を
示
す
。

か
く
動
機
を
重
視
す
る
刑
法
の
主
観
主
義
的
解
樟
は
、
行
偶
者
の
心
情
を
判
断
基
準
と
す
る
故
、
思
考
と
賀
行
は
匡
別
な
く
同

一
の
も
の
と
す
る
考
え
を
生
む
。
酷
吏
が
適
用
し
た
見
知
、
腹
誹
の
法
は
そ
の
現
れ
で
あ
り
、
心
情
重
視
の
公
羊
皐
を
基
盤
と
し
て
い
る
と
言

と
こ
ろ
で
、

え
る
。
そ
し
て
こ
の
心
情
重
視
主
義
は
、
心
情
と
い
う
質
鎧
の
無
い
も
の
に
依
存
す
る
故
、

西
漢
後
牢
期
に
は
、
酷
吏
的
法
適
用
は
『
漢
書』

の
中
で
見
ら
れ
な
く
な
っ
た
。
主
観
的
法
解
稗
は
次
第
に
影
を
潜
め
て
い
っ

酷
吏
の
怒
意
的
法
適
用
を
容
易
に
し
た
の
で
あ

る
。
し
か
し
、

た
の
で
あ
る
。
次
に
示
す
記
事
は
、
端
的
に
そ
れ
を
示
す
。



宣
帝
期
、
穀
物
不
足
を
懸
念
し
蹟
罪
で
穀
物
を
得
る
こ
と
を
提
案
し
た
張
散
が
言
う
に
、

首
匿
、
見
知
縦
、
所
不
嘗
得
篤
之
属
、
議
者
或
頗
言
其
法
可
錨
除
、
今
因
此
令
瞬
、
其
便
明
甚
。

〈
古
畑
笠
之
停
)

酷
吏
が
し
ば
し
ば
重
用
し
て
き
た
見
知
之
法
は
重
視
さ
れ
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。
重
視
さ
れ
た
の
は
法
律
の
明
文
に
即
し
た
公
正
な
る
法

遁
用
で
あ
り
、
叉
客
観
主
義
的
法
解
轄
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
右
の
提
案
が
良
吏
と
稿
さ
れ
、
他
な
ら
ぬ
左
氏
皐
に
閥
興
し
た
張
倣
で
あ

る
こ
と
は
留
意
し
た
い
が
、
循
吏

・
良
吏
と
は
ま
さ
に
か
か
る
行
魚
を
な
し
た
者
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
賞
罰
主
義
を
基
に
し
た
、
刑
法
の
公
正

な
る
適
用
を
志
向
し
た
の
で
あ
る
。
丙
士
口
が
宣
帝
に
次
期
の
丞
相
と
な
る
べ
き
人
物
を
推
薦
し
た
言
葉
に
、

西
河
太
守
杜
延
年
明
於
法
度
、
暁
園
家
故
事
、
(
中
略
)
廷
尉
子
定
園
執
憲
詳
乎
、
天
下
自
以
不
寛
。

と
あ
り
、
「
吏
師
」
と
稿
さ
れ
た
醇
宣
に
つ
い
て
、

(醇
〉
宣
篤
吏
賞
罰
明
、
用
法
卒
而
必
行
、
所
居
皆
有
傑
数
可
紀
、
多
仁
恕
愛
利
。

(
丙
吉
傍
〉

(
醇
宣
停
)
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と

あ

る

の

は

こ

の

消

息

を

俸

え

、

「

卒

」

循

吏

の

特

徴

を

表

す

言

葉

と

し

て

も

使

用

さ

れ

て

い

る

の

で

あ

@
 

る
。
そ
し
て
こ
の
公
卒
さ
を
求
め
る
こ
と
が
循
吏
の
内
に
も
認
め
ら
れ
る
法
適
用
の
巌
格
さ
に
結
び
つ
く
と
考
え
ら
れ
る
。
酷
吏
か
ら
循
吏
の

こ
こ
に
見
ら
れ
る

な
る
言
葉
は
、

吏
治
の
移
行
に
於
い
て
、
法
適
用
の
巌
格
性
に
は
そ
れ
程
の
襲
化
は
見
ら
れ
な
い
が
、
そ
の
適
用
が
主
観
に
と
ら
わ
れ
ず
客
観
的
と
な
っ
た
こ

と
、
刑
法
自
瞳
に
於
い
て
も
主
観
主
義
的
刑
法
か
ら
、
刑
法
の
客
観
的
解
樺
へ
と
移
行
し
つ
つ
あ
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
こ
と
、
私
は
そ
こ
に
酷

吏
と
循
吏
の
性
格
の
相
違
を
求
め
た
い
。

以
上
の
如
く
酷
吏
か
ら
循
吏
の
移
行
を
解
轄
す
る
の
で
あ
る
が
、
か
か
る
移
行
が
左
氏
皐
撞
頭
を
準
備
し
て
い
っ
た
と
考
え
る
。
前
章
一
で

述
べ
た
様
に
、
『
左
俸
』
に
は
法
重
視
の
考
え
が
多
分
に
見
ら
れ
、
そ
の
法
と
は
成
文
法
で
あ
り
、
そ
の
巌
格
で
公
卒
な
る
遁
用
を
重
視
し
た

の
で
あ
る
。
例
〔

N
〕
で
の
「
越
寛
」
と
い
う
、
行
震
の
結
果
で
刑
罰
を
定
め
る
解
樟
は
、
刑
法
の
客
観
主
義
を
意
味
し
、
郎
事
評
債
の
上
に

立
つ
『
左
停
』
の
支
持
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
第
一
章
の
終
り
で
、
左
氏
皐
を
皐
ん
だ
者
が
法
律
に
精
通
し
て
い
る
と
い
う
特
徴
が
見
ら
れ

597 

る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
い
た
が
、

か
か
る
特
徴
は
『
左
俸
』
の
も
つ
法
重
視
の
立
場
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
左
氏
皐
に
開
興
し
た
者
が
穀
梁
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皐
に
も
通
じ
て
い
た
こ
と
も
、
適
法
性
を
強
く
主
張
す
る
『
穀
梁
侍
』
の
性
格
の
上
か
ら
理
解
で
き
る
の
で
あ
る
。

結

E
口

圭
一口

本
稿
は
、
宣
帝
期
以
後
、
劉
飲
に
よ
る

『左
俸
』
の
皐
官
樹
立
の
提
言
に
至
る
西
漢
後
半
期
に
於
い
て
、
春
秋
皐
の
内
部
で
公
羊
皐
が
相
封

化
し
、
左
氏
率
が
撞
頭
し
て
き
た
こ
と
を
西
漢
後
牟
期
の
政
治
史
と
結
び
つ
け
て
考
え
た
も
の
で
あ
る
。

西
漢
期
に
あ
っ
て
は
、
武
帝
期
を
境
に
し
て
政
治
世
制
に
大
き
な
襲
化
が
生
じ
る
。
そ
し
て
武
帝
期
は
い
わ
ば
西
漢
初
期
睦
制
の
極
盛
期
で

あ
り
、
同
時
に
以
後
の
饗
貌
の
要
因
は
武
帝
期
に
匹
胎
し
た
の
で
あ
る
。
儒
皐
の
官
率
化
は
そ
の
要
因
の

一
で
あ
る
。
経
承
の
断
絶
を
以
て
成

立
し
た
宣
帝
、
そ
し
て
元
帝

・
成
帝
と
績
く
西
漢
後
期
税
制
は
、
皇
帝
権
の
性
格
、
君
臣
関
係
、
吏
治
の
各
面
で
そ
れ
以
前
と
は
相
違
が
見
ら

れ
る
。
か
か
る
政
治
史
の
饗
化
が
左
氏
皐
の
撞
頭
を
準
備
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
即
ち
、
初
期
睦
制
を
支
え
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
な
っ
て
い
た

公
羊
皐
が
鎧
制
の
嬰
化
と
共
に
そ
の
紐
射
的
地
位
が
低
落
し
相
針
化
し
た
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
左
氏
皐
の
撞
頭
を
生
み
出
し
た
。

『
春
秋
左
氏
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停
』
の
思
想
性
は
西
漢
後
期
位
制
の
性
格
に
適
合
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
か
く
政
治
史
上
に
そ
の
撞
頭
の
原
因
が
求
め
ら
れ
る
『
左
俸
』
は
、

西
漢
最
末
期
、
劉
飲
の
同
学
官
樹
立
の
提
言
と
い
う
形
で
歴
史
の
表
面
に
登
場
す
る
。

羊
鼠
午
の
封
立
と
展
開
の

一
つ
の
蹄
結
黙
で
あ
っ
た
。

る
。
か
か
る
意
味
に
於
い
て
本
稿
は
、

そ
し
て
こ
れ
は
、

「今
文
古
文
論
争
序
説
」
と
言
っ
て
も
よ
い
。

以
後
践
系
的
と
な
り
封
立
す
る
今
文
・
古
文
論
争
の
幕
あ
け
で
も
あ

註①
狩
野
直
喜
「
雨
漢
文
間
部
考
」
(
『
雨
漢
聞
学
術
考
』
筑
摩
書
房
、

一
九
六

四
)
、
鎌
田
正
「
左
仰
の
表
意
と
左
氏
撃
の
展
開
に
闘
す
る
研
究
」

(
『左

仰
の
成
立
と
其
の
展
開
』
大
修
館
書
庖
、

一
九
六
三
)。

②
内
野
熊
一
郎
『
今
文
古
文
源
流
型
の
研
究
』
(
東
京
教
育
大
泉
内
野
博

土
著
書
刊
行
曾
、
一
九
五
四
〉
。

つ
ま
り
提
言
は

そ
れ
以
前
よ
り
内
在
せ
る
左
氏
率
と
公

③
以
下
本
稿
は
『
左
停
』
を
取
り
扱
っ
て
い
く
が
、
周
知
の
如
く
『
左

停
』
は
従
来
、
そ
の
史
料
性
が
問
題
視
さ
れ
て
き
た
。
卸
ち
そ
れ
は
劉
逢

蔽
、
康
有
潟
、
飯
島
忠
夫
、
津
田
左
右
士
口
氏
ら
に
よ
る
劉
飲
偶
作
設
で
あ

る
が
、
鎌
田
正
氏
は
『
左
停
の
成
立
と
其
の
展
開
』
で
こ
れ
ら
一
連
の
僑

作
設
を
個
別
に
取
り
上
げ
精
綾
な
る
反
設
を
施
し
た
。
氏
の
こ
の
努
作
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は
、
長
年
に
亙
る
論
争
に
終
止
符
を
う
つ
も
の
で
あ
り
、
私
は
、
左
侍
僑

作
読
に
は
鎌
田
氏
と
同
様
、
多
分
に
懐
疑
的
で
あ
る
。
ま
た
劉
散
に
よ
る

左
停
表
章
の
突
然
さ
が
そ
の
僑
作
設
を
生
ん
だ
と
す
る
な
ら
、
本
稿
の
行

論
の
中
で
そ
の

4

謀
り
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

@
『
漢
書
』
慾
元
王
即
時
は
、
こ
の
間
の
経
緯
を

及
飲
親
近
、
欲
建
立
左
氏
春
秋
及
毛
詩
、
逸
龍
、
古
文
向
苛
一国防
自
列
於

間
半
官
。
哀
帝
令
飲
輿
五
経
博
士
講
論
其
義
、
諸
博
士
或
不
肯
置
針
、

飲
因
移
書
太
常
博
士
、
責
譲
之
目
、
.

と
記
す
。

⑤
劉
飲
が
こ
の
書
を
提
出
し
た
結
果
と
し
て

其
言
甚
切
、
議
儒
皆
怨
恨
。
是
時
名
儒
光
藤
大
夫
剖
投
勝
以
歓
移
雲
上

疏
深
自
罪
責
、
願
乞
骸
骨
罷
。
及
偶
者
師
丹
篤
大
司
空
、
亦
大
恕
、

奏
散
改
飢
欝
章
、
非
致
先
帝
所
立
。
(
楚
元
王
侍
)

と
あ
り
、
飲
自
身
に
於
い
て
も
、

飲
由
是
伴
執
政
大
臣
、
気
衆
儒
所
拙
、
健
訣
、
求
出
補
吏
、

魚
河
内

大
守
。
(
楚
元
王
停
)

と
中
央
か
ら
離
れ
た
の
で
あ
る
。

⑥
『
史
記
』
張
丞
相
列
侍

張
丞
相
蒼
者
、
陽
武
人
也
。
好
書
律
暦
、
秦
時
篤
御
史
、
主
柱
下
方

書
。
〈
中
略
〉
是
時
粛
何
矯
相
関
而
張
蒼
乃
自
秦
時
魚
柱
下
史
、
明

習
天
下
聞
書
計
籍
。
蒼
又
善
用
算
律
暦
、
故
令
蒼
以
列
侯
居
相
府
、

領
主
郡
図
上
計
者
。

『
説
文
解
字
』
序

魯
恭
王
懐
孔
子
宅
、
而
得
種
記
備
蓄
春
秋
論
語
孝
経
、
又
北
一中
侯
張

蒼
献
春
秋
左
氏
待
。

⑦ 

『
後
漢
書
』
賀
濯
侍

五
経
家
皆
無
以
護
闘
識
明
劉
氏
潟
尭
後
者
、
而
左
氏
濁
有
明
文
。

⑨
狩
野
直
積

「窪
光
か
ら
王
葬
へ
付
|
前
漢
未
政
治
史
の
一
断
面
|」

(『聖
心
女
子
大
皐
論
集
』

三
O
、

一
九
六
七
)
四
四

l
四
六
頁
。

⑮
湾
召
南
は

案
以
漢
岳
地
売
後
、
始
見
此
文
。
然
則
弘
雄
習
公
羊
亦
粂
通
左
氏
失
。

(『漢
書
補
注
』

王
先
謙
所
引
)

と
し
、
狩
野
直
禎
、
河
地
重
造
氏
ら
は
古
文
事
波
の
接
頭
を
そ
こ
に
認
め

る
。
狩
野
氏
前
掲
論
文
。
河
地
重
造
「
王
芥
政
械
の
出
現
」
(
岩
波
講
座

『
世
界
歴
史
』

四
、
一
九
七
三
〉
。

⑪
『
左
停
』
宣
公
十
五
年

宋
人
使
築
嬰
費
告
念
子
育
、
E

日
侯
欲
救
之
。
伯
宗
目
、
不
可
、

古
人

有
言
目
、
雌
鞭
之
長
、
不
及
馬
腹
。
天
方
授
楚
、
来
可
奥
宗
。
雌
菅

之
彊
、
能
透
天
乎
。
諺
日
高
下
在
心
、
川
滋
納
汗
、
山
薮
滞
疾
、
道

民税
匿
蔵
、
図
君
含
話
、
天
之
道
也
。

⑫
劉
師
培
『
左
愈
集
』
昌
也
二

「
左
氏
周
平
行
於
西
漠
放
」
。

⑬
『
漢
書
』

儒
林
停

召
五
経
名
儒
太
子
太
停
滞
望
之
等
大
議
殿
中
、
卒
公
羊
、
穀
梁
向

異
、
各
以
経
魔
是
非
。
(
中
略
)
望
之
等
十
一
人
各
以
経
誼
封
、
多

従
穀
梁
。
白
是
穀
梁
之
祭
大
盛
。

⑭
『
穀
梁
侍
』
定
公
十
年
の
係。

⑬
『
殺
梁
侍
』
倦
公
九
年

天
子
之
率
、
通
子
凶
海
。

⑮
こ
の
場
合
、
『
公
羊
同
時
』
は
明
白
な
も
の
で
あ
る
か
ら
躍
に

「侍
臼
」

と
述
べ
ら
れ
た
と
の
解
稗
も
あ
ろ
う
が
私
は
そ
う
は
考
え
な
い
。
『
漢
書
』

③ 
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中
、
上
奏
文
の
文
中
に
見
ら
れ
る
「
侍
日
」
「
停
不
云
乎
」
は
二
十
八
例

あ
る
。
そ
の
内
分
け
は
、
主
制
一
語
』

十
一
例
、

『
向
書
大
侍
』
四
例
、
『
萄

子
』
二
例
、
『
呂
覧
』

『税
記
』
『
易
停
』
『
孝
経
』

『儀
組
』
(
こ
の
場
合
、

子
夏
仰
の
文
で
、
子
夏
仰
そ
の
も
の
が
「
仰
日
」
の
飽
裁
を
取
っ
て
い
る

の
で
翠
例
に
不
適
か
も
知
れ
な
い
〉
各
一
例
、
不
明
五
例
と
な
る
。
こ
れ

よ
り
西
演
矧
に
使
わ
れ
た
「
侍
日
」
と
は
、
『
論
語
』
を
筆
頭
と
す
る
所

謂
諸
子
の
書
の
中
の
言
葉
を
示
す
場
合
が
最
も
多
い
こ
と
が
わ
か
る
。
勿

論
、
『
稽
記
』
『
易
仰
』
等
、
「
経
」
に
到
す
る
「
仰
」
の
意
味
で
使
用
さ

れ
る
場
合
も
あ
る
が
、
『
春
秋
』
に
限
っ
て
い
え
ば
、
『
公
羊
山
内
』
が
「
停

日
」
と
し
て
引
用
さ
れ
た
例
は
唯
一
こ
の
栂
一服
仰
の
み
で
あ
り
、
普
通
、

「春
秋
」
「
春
秋
之
義
」
と
し
て
引
用
さ
れ
「
経
」
と
同
等
の
扱
い
を
受

け
て
い
た
と
思
え
る
。
又
、
上
奏
文
中
に
見
え
る
、

春
秋
経
日
、
宋
殺
其
大
夫
。

な
る
傍
公
二
十
五
年
の
経
文
に
つ
い
て
は
、
『
公
羊
侍
』
も
仰
を
立
て
て

解明押
し
て
い
る
が
、
栂
一臓
は
こ
れ
よ
り
も
『
穀
梁
陣
』

に
従
っ
た
の
で
あ

り
、
彼
に
於
け
る
『
公
羊
侍
』
の
軽
脱
が
認
め
ら
れ
よ
う
。

⑫
本
稿
は
、
『
公
羊
停
』
と
『
左
伴
』
の
封
崎
を
中
心
に
考
え
た
魚
、『
穀

梁
仰
』
に
つ
い
て
は
深
く
言
及
せ
ず
、
八
ム
羊
容
の
地
位
の
低
下
を
示
す
も

の
と
し
て
の
み
掲
げ
た
。
西
漢
の
穀
梁
阜
の
地
位
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め

て
論
じ
た
い
。

⑬
劉
師
培
前
掲
書
。

⑬

山
田
琢
「
春
秋
三
仰
の
比
較
研
究
付
」
(
『
金
潔
大
事
法
文
民
一

4

論
集
』
哲

撃
史
篇
九
、

一
九
六
二
〉
、
同
「
春
秋
三
停
の
比
較
研
究
同
」
(
『
金
津
大

向
学
教
養
部
論
集
』
人
文
科
謬
篇
五、

一
九
六
八
)

③
『
公
羊
附
官
僚
公
二
十
二
年
何
休
注

所
以
起
有
君
而
無
臣
、
惜
其
有
王
徳
、
而
無
王
佐
也
。
若
袈
公
所

行
、
帝
王
之
丘
(
也
。
有
帝
王
之
君
、
宜
有
帝
王
之
臣
。
有
帝
王
之

臣
、
{
且
有
帝
王
之
氏
。
未
能
醇
粋
而
守
其
穂
、
所
以
敗
也
。

@
司
馬
子
魚
は
、
倍
公
十
九
年
J
二
十
二
年
に
か
け
て
し
ば
し
ば
登
場

し
、
『
左
前
向
』
の
作
者
は
司
馬
子
魚
に
高
い
評
債
を
輿
え
て
い
る
。

②
『
公
羊
侍
』
褒
公
三
十
年

宋
災
故
者
何
。
諸
侯
合
子
泊
淵
、
凡
銭
宋
災
故
也
o

A
剛円未
有
言
其
所

潟
者
、
此
言
所
矯
何
、
録
伯
姫
也
。
諸
侯
相
変
、
而
更
宋
之
所
喪
、

日
死
者
不
可
復
生
、
爾
財
復
失
。

@
「
義
事
」
に
つ
い
て
社
預
注
は
、
「
義
、
従
宜
也
」
と
解
し
、
孔
穎
迷

疏
は
「
義
者
宜
也
。
従
宜
、
宜
野
火
也
」
と
す
る
。
『
左
氏
合
築
』
は
こ

れ
ら
を
州
都
合
し
、
「
義
ニ
テ
事
ヲ
ス
ル
」
と
讃
み
下
し
次
の
様
に
解
親
し

て
い
る
。社

云
従
宜
、
即
義
宜
也
之
意
。
言
婦
笛
度
事
之
宜
而
行
、
不
必
待
人

也。

ト
a
L口4
1
レ
‘
さ

い
ま
こ
の
説
に
従
い
、
「
義
事
」
H
H

「
事
の
宜
を
ば
か
り
て
行
う
」
と

解
縛
す
る
。

@
日
原
利
園
『
春
秋
公
羊
仰
の
研
究
』
(
創
文
位
、
一
九
七
六
)
「
二
、
侠

気
と
復
讐
」
。
『
公
羊
停』

の
思
想
に
つ
い
て
、
日
原
氏
の
右
の
書
に
多
大

の
思
惑
を
蒙
っ
た
。

③
日
原
氏
前
掲
書
「
三、

心
情
の
偏
重
」

②
『
公
羊
体
』
の
復
讐
肯
定
論
に
つ
い
て
は
、
日
原
氏
前
掲
書

「
二
、
侠

気
と
復
讐
」
に
詳
し
い
。

②

こ
の
は
附
に
於
け
る
孔
穎
遼
疏
に

軍
法
、
以
殺
敵
篤
上
。
将
軍
臨
戦
必
三
令
五
甲
之
。
狂
孜
失
郎
戎
之
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種
、
還
元
帥
之
命
、
曲
法
以
怒
郷
人
、
{
且
其
潟
禽
也
。

板
野
長
八
「
左
停
の
作
成
凶
」
〈
『
史
皐
研
究
』
一
一
一
七
、

小
倉
芳
彦
『
中
園
古
代
政
治
思
想
研
究
』
(
青
木
書
広、

例
え
ば

仲
尼
閲
是
語
也
目
、
以
是
観
之
、
人
謂
子
産
不
仁
、
吾
不
信
也
。

(
護
公
三
十
一
年
〉

仲
尼
日
、
子
産
於
是
行
也
、
足
以
矯
園
基
失
。
詩
日
、
価
指
旨
君
子
、

邦
家
之
基
。
子
産
君
子
之
求
数
者
也
。
(
昭
公
十
三
年
〉

@

子

産
が
臨
終
の
際
、
子
大
叔
に
残
し
た
言
葉
と
し
て
、
次
の
様
な
も
の

が
あ
る
。我

死
、
子
必
潟
政
。
唯
有
徳
者
、
能
以
克
服
民
、
其
次
英
如
猛
、
夫

火
烈
、
民
望
而
畏
之
、
故
鮮
死
駕
。
水
儒
弱
、
民
押
市
翫
之
、
則
多

死
害
問
、
故
寛
難
。
(
『左
停
』
昭
公
二
十
年
〉

徳
治
主
義
よ
り
も
刑
罰
主
義
に
傾
い
た
も
の
と
し
て
理
解
で
き
よ
う
。

③
『
左
侍
』
定
公
九
年
杜
預
注
、

郵
析
鄭
大
夫
。
欲
改
鄭
所
鈴
替
制
、
不
受
君
命
、
而
私
造
刑
法
、
書

之
於
竹
筒
、
故
云
竹
刑
。

こ
れ
を
受
け
て
『
左
氏
曾第一
』
は
、

杜
云
欲
改
替
制
不
受
君
命
、
其
意
似
局
罰
其
私
造
殺
之
。

と
解
四時
し
て
い
る
。

③

孔

穎
逮
疏

下
云
禁
其
邪
可
也
。
則
都
析
不
常
私
作
刑
書
而
殺
。
蓋
別
有
笛
死
之

罪
、
瓢
敵
不
払
打
克
之
耳
。

例
え
ば
、

見
有
穂
於
其
君
者
、

@③⑧  

一
九
七
五
)
。

一
九
七

O
Y

@ 

事
之
如
泰
子
之
養
父
母
也
。

見
無
視
於
其
君

者
、
謙
之
如
鷹
一尚
之
逐
烏
雀
也
。
(
文
公
十
八
年
〉

観
民
如
之
、
見
不
仁
者
謙
之
、
如
鷹
鴎
之
逐
鳥
雀
也。

五
年
〉

③
『
公
羊
侍
』
に
於
け
る
家
族
聞
の
愛
情
と
法
的
機
威
の
関
係
に
つ
い
て

は
、
日
原
氏
前
掲
書

「
四
、
人
倫
道
徳
」
に
詳
し
く
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

董
仲
釘
に
つ
い
て
は
、
『
通
典
』
容
六
九
に
彼
の
『
春
秩
治
獄
』
残
簡

が
見
え
る
。

甲
無
子
、
拾
道
努
棄
児
乙
、
養
之
以
篤
子
。
及
乙
長
、
有
罪
殺
人
。

以
欣
語
甲
、
甲
蔵
匿
乙
、
甲
笛
何
論
。
仲
好
断
目
、
甲
無
子
、
振
活

草
食
乙
、
雄
非
所
生
、
誰
奥
易
之
。
詩
云
、
娯
蛤
有
子
、
蝶
蔵
負
之
。

春
秋
之
義
父
母
周
子
際
、
甲
宜
匿
之
。

こ
の
場
合
も
、
家
族
聞
の
愛
情
の
優
先
を
主
張
す
る
も
の
で
あ
る
。

③

例

〔

W
〕
以
外
に
も
次
の
様
な
話
が
あ
る
。

耳
百
侯
の
弟
揚
干
は
曲
梁
で
失
態
を
演
じ
た
。
揚
干
の
御
者
を
罰
し
た

貌
絡
の
行
筋
に
屈
日
侯
は
初
め
激
怒
す
る
が
、
貌
絡
の
言
明
を
聞
き
、

言
う
に

寡
人
之
言
、
親
愛
也
。
吾
子
之
計
、
軍
細
胞
也
。
寡
人
有
弟
、
弗
能
教

訓
、
使
干
大
命
、
寡
人
之
過
也
。

と
し
て
、
「
能
以
刑
佐
民
」
と
訓
恒
讃
す
る
。
(
襲
公
三
年
〉

こ
の
話
も
、
刑
法
適
用
が
親
愛
の
情
に
ま
さ
る
こ
と
を
示
す
。

③
日
原
氏
前
掲
書

「
七
、
文
と
賞
」。

③
際
公
に
関
す
る
『
公
羊
傍
』
の
筆
法
に
つ
い
て
は
、
日
原
氏
前
掲
昔
一
回

「
三
、
心
情
の
偏
重
」
に
詳
し
い
。

③
「
何
賢
乎
某
議
図
也
」
の
表
現
は
『
公
羊
侍
』
中
、
四
例
見
ら
れ
る
。

第
一
は
、
俸
公
二
十
八
年
の
篠
に
見
ら
れ
る
術
叔
武
で
あ
る
。
血
目
・
文
公
は

ハ
襲
公
二
十
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術
侯
を
時
四
し
て
弟
叔
武
を
立
て
ん
と
す
る
。
矩
絶
す
る
と
後
に
術
侯
が
締

図
で
き
な
い
と
懸
念
し
た
叔
武
は
、
い
っ
・
た
ん
受
諾
し
、
後
に
術
公
に
譲

位
し
た
。

第
二
は
、
袈
公
二
十
九
年
係
の
呉
季
札
で
あ
る
。
呉
に
は
謁

・
徐
祭

・

夷
昧

・
季
札
の
同
母
兄
弟
が
お
り
、
兄
三
人
は
季
札
に
位
を
綴
が
せ
ん
と

し
た
。
J
F
T

札
は
図
外
に
い
て
、
長
庶
の
僚
が
位
に
卸
く
が
闘
廊
(
謁
の

子
)
は
僚
を
殺
し
季
札
を
む
か
え
る
。
し
か
し
札
は
閤
臨
に
談
圏
し
圏
外

に
去
る
。

第
三
は
、
昭
公
二
年
係
の
喜
時
で
あ
る
。
軍
中
で
死
ん
だ
前
日
伯
の
後

は
、
弟
菩
時
か
庶
兄
負
制伺
か
が
問
題
と
な
る
が
、
喜
時
は
譲
位
し
た
。

第
四
は
、
昭
公
三
十
一

年
係
、
料
情
安
叔
術
で
あ
る
。
祁
袋
の
王
宮
で
不

始
末
を
犯
し
た
祁
袈
顔
は
敵
さ
れ
弟
叔
術
が
邸
位
す
る
。

し
か
し
後
、
叔

術
は
顔
の
子
夏
父
が
成
人
す
る
の
を
待
ち
譲
位
し
た
。

@
『
公
羊
仰
』
限
公
三
年
、
「
班
公
湾
紙
興
夷
」
の
何
休
注
に

「
鴻
輿
督

共
料
相
頭
公
」
と
あ
る
。

⑪

こ
の
部
分
、
杜
預
注
は
「
不
以
非
致
、
故
得
立
後
世
其
蔽
」
と
あ
る
。

@

例

え

ば

『
左
侍
』
隠
公
四
年
の
話
、

術
州
時
は
桓
公
を
殺
し
自
立
し
た
の
で
あ
る
が
、
石
硝
は
我
が
子
厚

を
犠
牲
に
し
州
時
を
殺
し
、
桓
公
の
子
高田
を
立
て
る
。

『
左
附
ど
は
こ
の
石
硝
の
行
潟
を
、

君
子
白
石
硝
純
臣
也
。
悪
州
時
而
厚
輿
駕
。
大
義
滅
親
、
英
是
之
謂

乎。

と
讃
美
し
、
経
文
「
術
人
立
音
」
は
衆
意
に
よ
る
も
の
と
し
、
そ
の
印
位

を
肯
定
す
る
方
向
に
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
『
公
羊
体
』
の
こ
の
部
分
は、

耳
目
者
何
。
公
子
耳
目
也
。
立
者
何
。
立
者
不
宜
立
也
。
其
裕
人
何
。
衆

立
之
之
僻
也
。
然
則前引
立
之
。
石
碕
立
之
。
石
碕
立
之
則
英
明
間
人

何
。
衆
之
所
欲
立
也
、
衆
雄
欲
立
之
、
其
立
之
非
也
。

と

『
左
侍
』
と
は
、
全
く
意
見
を
異
に
す
る
。

@

例

え

ば
、

『
左
侍
』
昭
公
七
年
に
は
次
の
様
な
話
が
見
え
る
。

術
袈
公
の
夫
人
に
は
子
が
無
か
っ
た
が
嫡
子
孟
繁
が
お
り
、
後
に
弟

元
が
生
ま
れ
た
。
足
が
不
自
由
な
孟
繁
よ
り
も
元
に
位
を
州艇
が
せ
よ

う
と
す
る
。
易
で
占
を
た
て
た
臣
下
の
言
う
に
、

弱
足
者
居
、
侯
主
位
稜
、
臨
祭
花
、
奉
民
人
、
事
鬼
紳
、
従
曾
朝
、

又
駕
得
居
。
各
以
所
利
、
不
亦
可
乎
。

「各
々
は
能
力
に
肱
じ
た
こ
と
を
す
れ
ば
よ
い
」
と
す
る
能
力
主
義
に
立

っ
こ
の
言
葉
は
、

『
左
侍
』
に
見
え
る
王
位
綴
承
に
射
す
る
柔
軟
な
姿
勢

を
一
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

⑪
『
左
侍
』
が
君
臣
の
心
情
的
結
合
に
冷
淡
で
あ
る
こ
と
は
、
そ
の
殉
死

否
定
の
態
度
で
も
確
認
で
き
る
。
『
左
偲
』
文
公
六
年
に
次
の
様
な
話
が

あ
る
。

秦
穆
公
の
死
に
際
し
、
子
卑
氏
の
三
子
、
奄
白
山
、
仲
行
ら
を
殉
死
さ

す
。
こ
れ
を
論
評
す
る
に
、

君
子
日
、
秦
穆
之
不
気
盟
主
也、

玄
哉
。
死
而
奔
民
。
先
王
逮
世
、

猫
諮
之
法
、
而
況
奪
之
善
人
乎
。
(
中
略
)
今
縦
無
法
以
遺
後
嗣
、

而
又
牧
其
良
以
死
、
刻
以
在
上
失
。

君
臣
の
心
情
的
結
合
の
窮
極
的
表
れ
で
あ
る
殉
死
を
『
左
侍
』
は
認
め
な

い
の
で
あ
る
。

一
方
、
君
と
臣
の
心
情
的
結
合
を
重
視
す
る

『
公
羊
即
時
』
は
、
君
と
園

家
の
心
情
的
結
合
も
要
求
す
る
。
函
が
滅
び
る
時
、
君
は
図
家
に
殉
ず
べ

き
で
あ
る
と
し
、

「園
滅
君
死
之
、
正
也
L

(

『
公
羊
侍
』
衷
公
六
年
〉
と
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述
べ
る
。
こ
れ
に
到
し
『
左
縛
』
に
は
か
か
る
考
え
は
な
い
と
の
解
稗
が

あ
る
。
許
恨

『
五
経
異
議
』
に
は
、

公
羊
読
図
滅
君
死
之
正
也
。
故
種
巡
云
、
君
死
位
稜
、
無
去
函
之

義。

左
傍
説
音
大
王
居
幽
、

秋
人
攻
之
、
乃
除
梁
山
、
邑
於
岐
人
。

故
知
有
去
園
之
義
。
(
『
雄
記
』
曲
趨
下
、
正
義
所
枚
〉

と
、
左
氏
説
に
は
去
閤
之
義
が
あ
る
と
解
穫
す
る
の
は
、
『
左
傍
』
が
内

包
す
る
合
理
的
思
考
か
ら
滋
き
出
さ
れ
た
設
で
あ
ろ
う
。

@

日

原

氏

前

掲

書

「
六
、
特
異
な
夷
秋
論
」
。

⑬
重
津
俊
郎
『
周
漢
思
想
研
究
』
(
弘
文
堂
、
一
九
四
三
)
所
枚
。

@
板
野
長
八
『
中
園
古
代
に
お
け
る
人
間
観
の
展
開
』
(
岩
波
書
応
、

一

九
六
一
ニ
)
三
八
八
頁
。

⑬
原
文
「
子
屋
弗
輿
」
の
社
預
注
に
、
「
以
掛
川
天
災
流
行
、
非
政
所
息
故

也
」
と
あ
り
、
今
こ
れ
に
従
っ
て
解
脚
押
し
た
。

@
『
漢
書
』
儒
林
停

宣
帝
即
位
、
開
術
太
子
好
穀
梁
春
秋
、
以
問
丞
相
掌
賢
、
長
信
少
府

夏
侯
勝
及
侍
中
築
陵
侯
史
高
、
皆
魯
人
也
。
言
穀
梁
子
木
魯
撃
、
公

羊
氏
乃
斉
辱
也
。
宜
輿
穀
梁
。

@

鎌

田

重
雄

「
漢
代
の
尚
書
官
!
領
向
害
事
と
鍛
向
書
事
を
中
心
と
し
て

ー
」
(
『
東
洋
史
研
究
』

一
一六

l
四、

一
九
六
八
〉
、
増
淵
龍
夫
「
漢
代
に

お
け
る
園
家
秩
序
の
構
造
と
官
僚
」
(
『
中
園
古
代
の
祉
曾
と
図
家
』
弘
文

堂
、

一
九
六
O
〉
、
河
地
重
造
「
王
弊
政
権
の
出
現
」
(
岩
波
講
座
『
世
界

歴
史
』
四
、
一
九
七
O

Y

⑪
好
並
隆
司
「
前
漢
後
半
期
に
お
け
る
皇
帝
支
配
と
官
僚
麿
の
動
向
」

(『
東
洋
史
研
究
』

一
一六
|
四
、
一
九
六
八
)
。

@
好
並
氏
前
調
論
文
、
河
地
氏
前
掲
論
文
。

『
漢
書
』
章
玄
成
侍

至
元
帝
時
、
貢
民
奏
言
、
古
者
天
子
七
胸
、

今
孝
恵
、
孝
景
廟
皆
親

輩
、
宣
致
。
及
郡
園
時
期
、
不
感
古
穂
、
宜
正
定
。

⑧
板
野
長
八

「前
漢
末
に
於
け
る
宗
廟

・
郊
杷
の
改
革
運
動
」
(
『中
園
古

代
に
お
け
る
人
問
視
の
展
開
』
前
掲
)。

@
好
並
隆
司
「
西
漢
皇
帝
支
配
の
性
格
と
脱皮遜
」
(
『
歴
史
事
研
究
』

一一
八

四、

一
九
六
四
)
。

⑧

板

野
氏
は
、
こ
の
礎
的
規
範
と
は
直
接
的
に
は
、
『
孝
経
』
『
穂
記
』
の

精一刊
に
基
づ
く
も
の
と
さ
れ
る
。
(
板
野
氏
前
掲
論
文
、
五
五
O
|
五
五

一
頁
)

@
『
組
記
』

王
制
、

『
穀
梁
傍
』
倍
公
十
五
年
の
係。

⑧

藤

川
正
数
「
前
漢
時
代
に
お
け
る
宗
廟
髄
設

と
そ
の
思
想
的
根
底
」

(
『
東
方
事
』
二
八
、
一
九
六
四
)
。
た
だ
し
、
今
文

・
古
文
の
思
想
性
に

つ
い
て
の
氏
の
解
稗
に
は
馴
か
疑
問
が
残
る
。

⑧

上
田
早
苗
「
漢
初
に
お
け
る
長
者
|
『
史
記
』
に
あ
ら
わ
れ
た
理
想
的

人
間
像
|
」
(
『
史
林
』
五
五
|
三
、

一
九
七
二
)
。

@
江
村
治
樹
「
『
賢
』
の
観
念
よ
り
見
た
る
西
漢
官
僚
の

一
性
格
」
(
『
東

洋
史
研
究
』
三
四
二
、
一
九
七
五
)
。

@
波
路
に
封
し
武
帝
は
腹
を
立
て
つ
つ
も
好
意
的
で
、
「
古
有
祉
稜
之
臣
、

至
如
世
相
、
近
之
失
」
「
吾
久
不
問
浪
路
之
言
、
今
又
復
妄
都
世
A
矢
L

な
ど
汲

賂
を
許
し
た
言
葉
は
、
武
帝
と
汲
鰭
が
任
侠
と
い
う
紐
帯
で
個
人
的
に
結

合
し
て
い
た
こ
と
を
一示
す
。

@

吉

川
幸
次
郎
「
漢
の
武
帝
」〈
『古
川
幸
次
郎
全
集
』
六
、
筑
摩
書
房
、

一
九
六
八)。

@
『
漢
書
』
滋
侠
停
に
は
次
の
様
な
話
が
見
え
る
。

@ 
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哀
惜
期
、
谷
口
令
原
渉
は
季
父
を
殺
さ
れ
る
。
そ
こ
で
彼
は
職
を
僻

し、

殺
害
者

へ
の
復
讐
を
誓
う
。
復
州
首、か
と
げ
ら
れ
た
後
、
原
渉
の

気
慨
に
ほ
れ
た
瀞
侠
の
徒
が
集
ま
り
、
渉
は
身
を
つ
く
し
て
彼
ら
を

も
て
な
す
e

或
る
人
が
そ
の
様
な
原
沙
を
非
難
す
る
と、

渉
そ
れ
に

刑判
え
て
日
く
、
「
子
濁
不
見
家
人
寡
婦
邪
。
始
自
約
赦
之
時
、
意
乃

慕
宋
伯
姫
及
隙
孝
婦
、
不
幸
宣
潟
盗
賊
所
、
庁
、
途
行
淫
失
。
知
甘
穴

非
組
、
然
不
能
自
選
、
吾
猫
此
失
。
」

原
渉
の
こ
の
言
葉
か
ら
は
、
あ
の
「
自
愈
」
を
モ
ッ

ト
ー
と
し
た
任
侠
の

気
風
は
感
じ
ら
れ
な
い
。

@
儒
同
学

一
容
は
『
漢
書
』
董
仲
同
町
停
に
見
え
る
蓋
仲
釘
第
三
針
策
で
、
儒

家
官
僚
任
用
は
同
第
二
針
策
で
提
言
さ
れ
て
い
る
。

@

元

帝

・
成
帝
期
以
後
、
丞
相
と
な
っ

た
者
は
十
二
名
い
る
が
、
内
十
名

は
儒
家
官
僚
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
四
名
が
射
策
甲
科
出
身
者
で
あ
る
。
ま

た
成
帝
期
の
丞
相
で
あ
る
翠
方
進
が
小
史
で
あ
っ
た
時
、
汝
南
の
茶
父
に

言
わ
れ
た
言
葉
と
し
て
、

小
史
有
封
侯
骨
、

嘗
以
終
術
進
、
努
力
局
諸
生
翠
問
。
(
護
方
巡
仰
)

と
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
僑
皐
が
高
官
と
な
る
伐
の
必
要
係
件
で
あ
り
、
そ

の
主
流
が
射
策
科
で
あ
っ

た
こ
と
を
示
す。

@

漢

代
の
官
僚
任
用
に
つ
い
て
は
、
永
田
英
正
「
漢
代
の
選
胸
中
と
官
僚
階

級
」
(
『東
方
修
報
』
京
都
四
て
一
九
七

O
)、
股
新
望

「
秦
漢
郎
吏
制

度
考
L

(

『
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
集
刊』

一
一一
一
一
上
、
一
九
五
こ

に
詳
し
い
。

@

先

例

の
任
侠
の
土
浪
路
も
「
至
給
七
世
、
世
潟
卿
大
夫
、
結
以
父
任
」

(『史
記
』
波
路
列
侍
〉
と
あ
る
加
く
、
代
々
敏
い
て
高
級
官
僚
と
な
っ
て

き
た
家
系
出
身
で
あ
る
。

⑬

鎌

田
重
雄
「
循
吏
と
酷
吏
」
(
『
秦
漢
政
治
制
度
の
研
究
』
日
本
間
学
術
振

興
舎
、
一
九
六
二
)。

@

例

え
ば
宣
帝
と
子
元
帝
の
曾
話
、

陛
下
持
刑
太
深
、
宜
用
儒
生
。
宣
帝
作
色
目
、
漢
家
自
有
制
度
、
本

以
溺
王
道
雑
之
。
奈
何
純
任
徳
、

数
用
問
政
乎
。
且
俗
儒
不
透
時

宜
、
好
走
古
非
今
、
使
人
吃
於
名
賞
、
不
知
所
守
、
何
足
委
任。

(
元
帝
紀
)

ゃ
、
蓋
覚
後
前
悼
の

是
時
上
方
用
刑
法
、
信
任
中
向
書
官
官
、中
見
韓
間
奏
封
事
目
、
方
今
型

道
徳
康
、
儒
術
不
行、

以
刑
除
震
周
召
、
以
法
律
鈴
詩
書
。

な
ど
の
記
述
は
そ
れ
を
物
語
る
。

⑫

自
公
孫
弘

以
春
秋
之
義
縄
臣
下
取
漢
相
、
張
湯
用
峻
文
決
理
局
廷

尉
。
於
是
見
知
之
法
生
、
而
駿
格
温
誹
窮
治
之
獄
用
品
矢
。
(
『
史
記
』

卒
準
書
)

(張
〉
湯
奏
、
嘗
異
九
卿
見
令
不
便
、
不
入
言
而
腹
誹
、
論
死
。
自

是
之
後
、
有
腹
誹
之
法
以
此
。
(
問
、
卒
準
書
)

所
治
郎
豪
、
必
舞
文
巧
誌
、

卸
下
戸
蔵
弱
、
時
口
号
吉
尺
雑
文
致
法
、

上
財
察
。
(
『史
記
』
酷
吏
列
侍
)

於
是
招
進
張
湯
越
属
之
属
、
傑
定
法
令
、
作
見
知
故
縦
、
監
臨
部
主

之
法
、
緩
深
故
之
罪
、
急
縦
出
之
談
。
(
『
漢
書
』

刑
法
士
山〉

故
柵
悶急
之
臣
進
、
而
見
知
慶
格
之
法
起
、
社
周
威
宣
之
風
以
峻
文
決

理
食。

(『
照
銭
論
』

刺
腹
〉

『
史
記
』
酷
吏
列
仰

是
時
上
方
郷
文
響
、
湯
決
大
獄
、
欲
侍
古
義
、
乃
講
博
士
弟
子
治
尚

書
春
秋
、
補
廷
尉
史
、
亭
疑
法
。
〈
中
略
)
刻
深
吏
多
篤
爪
牙
用
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者
、
依
於
文
皐
之
土
、
丞
相
弘
激
稽
其
美
。

春
秋
之
義
、
原
心
定
罪
。
(
醇
宣
侍
)

春
秋
之
懸
獄
也
、
必
木
其
事
而
原
其
心
。
(
『
春
秋
繁
露
』
精
華
〉

⑮
日
原
利
園
「
漢
代
刑
罰
に
お
け
る
主
観
主
義
『
春
秋
』
と
刑
罰
と
の

関
係
|
」
(
『
愛
知
摩
襲
大
事
研
究
報
告
』
十
て
一
九
六
二
〉
。
同
「
春

秋
公
羊
皐
の
倫
理
思
想
|
判
断
方
式
に
つ
い
て
」
(
『
東
洋
史
研
究
』一一

三
|
三
、
一
九
六
四
〉
。

⑧
例
え
ば
循
吏
停
に
於
け
る
朱
邑
に
つ
い
て
、
「
康
卒
不
苛
、
以
愛
利
翁

行
」
と
あ
る
。

@
狩
野
直
頑
氏
前
掲
論
文
三
八
頁
。
日
原
氏
前
掲
書
一
四
二
頁
。

⑮
左
氏
皐
に
開
輿
し
た
者
は
賞
罰
主
義
、
法
律
の
客
観
的
解
怒
と
い
う
循

吏
的
吏
治
を
施
行
し
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
左
氏
皐
漉
の
一
人
覆

方
進
の
場
合
に
明
確
な
形
で
表
れ
る
。
成
帝
期
の
丞
相
で
文
法
吏
事
に
通

じ
、
「
透
明
相
」
と
稽
せ
ら
れ
た
彼
は
、

厳
格
な
る
法
適
用
で
封
立
者
を

斥
け
て
い
く
。
朝
僅
方
遊
俸
は
彼
の
業
績
を

持
法
刻
深
、
穆
奏
牧
守
九
卿
、
峻
・
文
深
語
、
中
傷
者
克
多
。
(
中
略
)

而
方
進
持
立
後
起

4

十
徐
年
間
至
宰
相
、

援
法
以
弼
威
等
、
皆
罷
退

之。

と
述
べ
る
。
こ
こ
に
「
援
法
以
強
成
等
」
と
記
さ
れ
て
い
る
陳
威
の
潮
岬
劾

⑫ 

605 

に
嘗
つ
て
の
覆
方
進
の
上
奏
文
中
に

昔
季
孫
行
父
有
言
回
、
見
善
於
君
者
愛
之
、
若
孝
子
之
養
父
母
也
。

見
不
善
者
謙
之
。
若
鷹
隙
之
逐
鳥
爵
也
。
(
翠
方
進
侍
〉

な
る
賞
罰
主
義
を
示
す
言
葉
が
見
え
る
が
、
こ
れ
は
他
な
ら
ぬ
『
左
侍
』

文
公
十
八
年
・
袈
公
二
十
五
年
の
言
葉
で
あ
り
、

『
左
侍
』

の
も
つ
か
か

る
思
考
が
程
方
進
の
政
治
方
針
に
端
的
に
表
れ
て
い
る
の
を
物
語
る
。
ま

た
翠
方
進
の
取
っ
た
判
決
例
と
し
て
孔
光
俸
に
次
の
様
な
話
が
見
え
る
。

成
帝
期
、
淳
干
長
は
大
逆
の
罪
で
訣
せ
ら
れ
た
。
罪
の
愛
党
以
前
に

離
婚
さ
せ
ら
れ
て
い
た
萎
に
連
坐
制
を
適
用
す
る
か
否
か
の
問
題
か

生
じ
る
。
朝
直
方
進
は
、
法
令
の
規
定
を
盾
に
言
う
。

令
、
犯
法
者
各
以
法
時
律
令
論
、
明
有
所
吃
也
。
長
犯
大
逆
時
、
廼

始
等
見
潟
長
妻
、
己
有
笛
坐
之
罪
、
輿
身
犯
法
無
異
。
後
乃
棄
去
、

於
法
無
以
解
。

こ
れ
に
射
し
、
孔
光
は
反
封
意
見
を
述
べ
る
。

大
逆
無
道
、
父
母
妻
子
同
産
無
少
長
皆
棄
市
、
欲
懲
後
犯
法
者
也
。

夫
婦
之
道
、
有
義
則
合
、
無
義
則
離
。
(
中
略
〉
義
己
紹
、
而
欲
以

矯
長
妻
論
殺
之
、
名
不
正
、
不
笛
坐
。

あ
く
ま
で
法
令
の
規
定
に
そ
っ
て
裁
断
し
よ
う
と
す
る
覆
方
進
と
、
「
義
」

を
中
心
に
主
張
す
る
孔
光
の
劉
立
は
、
法
解
稗
に
於
け
る
客
観
主
者
的
解

懇
と
主
観
主
義
的
解
懇
の
封
時
に
繋
が
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
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Politics and Ch'i。z･ch'i。studies春秋學1n the Latter Half

　　　　　　　　　

of the Western Han 西漢

―the opposition and development between the Tso-ｓTiiKch'ｕfi-ch'iu

　　　　

左氏春秋and the Ｋｕｎｇ-ｙａｎｇｃｆｉ'ｕｎ-ch'iu公羊春秋－

Itａｒｕ Ｔｏｍｉｙａ

　　

This essay will investigate the transformation ｏｉ　Ｃｈ’ｕ7i-ch.'iｕ　ｓtudies

in the latter part of the Western Han dynasty, from the reign of HsLian-

ti宣帝through that of Ai-ti 哀帝, from the perspective of political

history ； and it will attempt t０１００ｋat the later debate between Ｃｈｉル･ｗｐ.ｎ

今文and ｈ･ｕﾉ四古文. If we divide the Western Han at the reign of

Wu-ti武帝, we can see contrasts in the areas of the nature of imperial

power, the relationship between the sovereign and his ministers, and the

exercise of officials' powers.　These　changes　caused ａ decline in the

position of and broke the influential hold o£　Ｋｕｎｇ･:ｙａｎｇｓtudies which

had become the ideology supporting the political structure of the early

Western Han, and generated the rise ｏ１ Ｔｓｏ-chｕａｎ左傅studies. The

philosophical nature of the　Ｔｓｏ-chｕａｎ accorded with the later χiVestern

Han's political system. The proposal for the ｏ伍cial establishment of

Ｔｓｏ-ｃｈｕａｎstudies by Liu Hsin who brought Ｔｓｏ-chｕａｎ ｓtudies into the

forefront of history was one end result of the opposition and development

betweenＴｓｏ-cfiｗａｎ ａｎd KU7ぼ-yang studies which had been latent since

the earlier ぺA'^estern Han ； and it was simultaneously the beginning of

the debate between ｃｈｉｎ-iｕｅｎ　ａndｋｕ-tｊｕｅｎwhichwould rage in the Eastern

Han.
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